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LS-25

レベルトラコン梼デ

（牛方式双視実体鏡）

コンドル下22Y

幸

エクスフラン
フーー シー

X-PI_SAN360d/360C

Ⅷ

の測量･測

高い精度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡

付大型両面気泡管等を備えて、水準測量をはじめ
あらゆる測緊にこの一台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管：両面型52％ミラー付

磁石分度：内径70％1又は30目盛

高度分度：全円1目盛

水平分度：5分目盛0-bac帰零方式

望遠簔：12倍反転可能

I

重量313009

二人が同時視できる最高水準の双視実体鏡

判読作業、討議、初心者教育、説明報告に偉力

を発揮します。眼基線調整、視度調整、Yバラ

ラツクス調整等が個人差を完全に補整します。

竪変嬢倍率及び視野↑熟蝋
琴． 標準写真寸法

照明装置

重量

230％×230%

6W蛍光灯2ケ

8.5kg(本体）

8.0kg(木製ケース）蕊

操作性に優れたコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

〉

直線部分は3点をポイントするだけ、C型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー
スする必要がありません。微小図形から長大図面
まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ
クな姿勢で測定できます。C型はあらゆる測定デ
ータを記録するバッファ付ミニブリンタを装備し、
しかも外部のコンピュータやプリンタとつなぐ為
のインターフェイスを内蔵しています。

■直線図形はi頁点をポイントするだけで迅速測定
■曲線図形毛正礪に計れる

■面槙のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能;005Iwnの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用

X-PLANaSOC

■座標､面槙､辺長､半径､弧長を測定
■3点ポイントによる円弧処理

■見積計算にもべんりな電卓機能

■既知点による座標軸設定

■プリンタバッファ､データのナンバリング機能､等

A牛方商会翻謡諦鯏；
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深刻化する廃棄物問題の

現状と展望
刀

いしかわよしあき

石川禎昭＊
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資源の必要以上の消費が，地球環境の生態系のバランスを崩壊し，地球の温暖

化，酸性雨，オゾン層の破壊をはじめ，熱帯林の減少，砂漠化，野生生物種の絶

滅などの地球環境の破壊を引き起こしている。

大量の資源を製品に変え，流通・消費を経て廃棄物となるが，このプロセスの

中で発生する産業廃棄物や製品が不要物となって排出される一般廃棄物が，近年

急増し，廃棄処理が円滑にできなくなっている。

これからは，これらの廃棄物を資源としてどう再利用するか，また，どう処理

するかが地球環境の保全と大きくかかわってくることになる。

はじめに

廃棄物問題の背景 1．資源の使用量と廃棄物量

国内で1年間に使用する資源の量は，輸入資源の約6億tを含め，約20億t

(1987年度)で，この資源から約12億tの製品を生産し，このうちの約8000万t

の製品を輸出し，日本経済を維持している。

この輸入資源のうち，木材，原油，石炭，天然ガスは，すべて世界第1位の輸

入国となっている。木材について見てみると，木材の世界総輸入量は約2億nfで，

このうち4600万㎡(24%)を日本が輸入している。

この生産・流通・消費のプロセスで，約3．9億tの産業廃棄物が排出されてい

る。このうち，木材製造業など特定業種から排出される「木くず」が約800万t,

r紙くず」が約150万t,木くずを含む建設廃材が約4900万t排出されている。

また，家庭等から排出される一般廃棄物（以下“ごみ”という）が約9000万t

(し尿も含む）で，廃棄物総鐘として年間約4．8億tにもなる。

2．廃棄物問題の歴史的変遷と課題
かいしよち

三代将軍徳川家光の時代には，各町ごとに「会所地」を持っており，ごみ，排

水，動物の死体などの投棄場などとして共同使用していたが，付近の住民は，悪

臭や力，ハエなどで悩まされ続けた。そこで，慶安2年（1649）に，当時の奉行
旗ちぷ恥

所が「町触」を出し，会所地にごみの投棄を禁止するとともに，永代浦（現在の

東京都江東区の富岡八幡宮辺り）をごみ投棄場に指定し，生活環境の維持に努め

た。

そして，明治に入ると，12年から28年にかけ，ごみ処理が不適切なためコレラ

が発生し多数の死者を出した。そこで明治政府は，ごみを極力焼却する命令を発

*東京都清掃局

施設部建設担当課長

技術士(衛生工学）

林業技術No_6111993.2



するとともに，明治33年に「汚物掃除法」を制定し，ごみ処理を市町村事務と

し，公衆衛生の維持に努めた。

このように，今までのごみ処理は，公衆衛生や生活環境の維持のために行われ

てきた。

そして，都市が高度化・多様化するに伴いシごみも質的に多様化し，廃棄物処

理に伴う公害問題も多様化し，都市を環境管理する概念が生まれた。

最近では，廃棄物が急増し，処理が円滑に行えない状況になっているが，それ

には次のような課題がある。

①廃棄物の排出量の急増に，処理施設の整備が追いつかない状況にある。特

に，産業廃棄物処理施設は，周辺住民の反対や各種法規制が支障となり不足して

いる。一般廃棄物もここ数年約15％の年間排出増加率に対して，ごみ焼却施設の

能力は,10年間で15%アップにとどまっている。

②日本の国土は約38万kHfと狭く，東京，大阪，名古屋の3大都市圏(国土の3

％）に45(10万の人口が集中し，廃棄物の広域移動の増大と不法投棄(産業廃棄物

の1990年の不法投棄量190万tで，対前年比119%)が多発し，生活環境を悪化

させている。

③産業廃棄物の排出量が増大する一方で，減量化，再生利用(1985年度の再生

利用率41％が，5年間で2％低下した）が停滞している。

3．地球環境とりンクした廃棄物問題

現在，化石燃料は全世界で1年間に約70億t(1990年)消費している。これが

西暦2100年には人口が約90億人（最少推計値）となり，エネルギー消費が現在

の3倍，生産は20倍となると予測している叢。

例えば,現在の森林破壊は全世界で年間約1700万haで，この状態が続くと,47

年間で地球上から森林資源は消えてなくなることになる。

このような資源の大量消費と，それに伴う廃棄物量は，現時点で地球が耐えら

れない状況のレベルなのである。

廃棄物問題も地球環境問題と大きくかかわりあっている。例えば，カーエアコ

ン等の解体時にCFCs(フロン）を放出することによる「オゾン層の破壊｣，ごみ

焼却時にCO2,N20(亜酸化窒素)の排出に伴う「地球温暖化｣や同時に｢酸性雨」

の原因物質であるNOx,SO難も排出される。また,ごみ埋立地から発生するCH4(メ

タン）はCO2の10～30倍の地球温暖化効果があると言われている。さらには，紙

ごみや廃木材の増加に伴うr熱帯林の減少，砂漠化，種の死滅｣，有害廃棄物の越

境移動による発展途上国の環境汚染などである。

特に，発展途上国ではマングローブを伐採して，未管理の海面ごみ埋立地とし

て使用し，海域を汚染している。また，バリ島のような観光地でもごみ処理や下

水処理が不完全なためサンゴ礁が死滅し始めている。さらに，陸上のごみ埋立地

も未管理のまま使用しているため，埋立地周辺の土壌汚染や環境汚染が広がって

いる。

このように，ごみ処理が不適切だと，地球環境の破壊をより促進させることに

なる。

3

*DonellaHMeadows

ほか「Beyondthe
Limits｣Chealsea

GreenPub.,1992
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問題解決へ向けて
の課題

1．取り組むべき課題

現在の廃棄物問題を根本的に解決するには，図･1に示すような課題があり，そ

の主旨を含め主な課題を下記に列記する。

①省資源,省エネルギー型のライフスタイルに改める,②適正処理困難物製品

の規制と事業者処理責任制度の確立(法規制も含む)，③廃棄物資源化プラントの

建設促進(ごみ発電型清掃工場，リサイクルプラントなど)，④廃棄物の適正処理

システムの構築(法整備も含む)，⑤廃棄物の減量化，再資源化の推進(リサイク

ルシステムの整備，収集の有料化も含む)，⑥廃棄物処理施設（中継所，焼却場，

現在の範囲

古

ライフスタイルの見直し(PRの徹底）
・エコマーク製品の使用
・リサイクル製品の活用
．「むだ｣をなくす生活

I
生産」 ･製造過程の見直し
･省資源
･省エネルギー
･環境保全
･廃棄物の再利用

－

リサイクル資源の活用・促進
・税制度の優遇

鵲雄ﾙ<鏡瀧鵲碓ﾙ<豊流

I
可

流通･販売’
・トラックターミナルの見直し
・流通・販売システムの見直し
ツクターミナルの見直し
・販売システムの見直し

I

通の見直し
装の改善
サイクル製品の販売拡大
コマーク製品の販売拡大

消費ル塗溌霧し
・包装の改善
・リサイクル製品の販売拡大
・エコマーク製品の販売拡大

_睡迦」
I
･ごみ排出法の改善・制限
･法律の整備
･住民協力への要請
･不法投棄の防止
･税制度の見直し・改善
･有料収集

ごみ排出法の改善・制限
去律の整備
主民協力への要請
不法投棄の防止
党制度の見直し・改善
盲料収集

II

l

〆

l

〆

リサイクルの拡大
(再資源化を含む）

ルの拡大
豊を含む）

リサイクノ

(再資源ｲヒ

一

－－

最適な廃棄物管理システムの構築

排出ごみの有効利用
・発電型清掃工場の建設促進

（熱のリサイクル）
・焼却灰の有効利用(スラグ化等）･焼却灰の有

’
清掃施設の用地確イ
・広域処理シ』

清掃施設の用地確保と建設促進
・広域処理システムの確立
・第3セクター(施設建設)の活用
・最終処分場の確保

や

辿

’

図･1廃棄物処理事業の課題と領域

「これからの廃棄物処理と地球環境」より

林業技術No.6111993.2

埋立地など）の整備促進⑦産

業廃棄物の再利用率の向上とそ

の技術開発,⑧処理コストと環

境汚染負荷リスクの評価手法の

確立,⑨廃棄物経営学と経済学

の確立

2．問題解決に向けての法整

備

廃棄物の減量化と適正処理の

促進のために,20年前の｢廃棄

物処理法｣を平成3年'0月に改

正した。また，再生資源の利用

促進のために｢再資源化促進法」

を平成3年10月に立法化した。

さらに，産業廃棄物の処理が適

正に行われるよう「産業廃棄物

処理施設整備促進法」を平成4

年5月に法制化した。そして，

有害廃棄物の越境移動を規制す

るための「特定有害廃棄物等の

輸出入等の規制に関する法律」

(案)を国会へ提出し審議中であ

る。

このように，廃棄物問題解決

に向けて国内法は整備されたが，

これからは，実りある実行策を

立案し，目標に向かって，行政，

企業，消費者が一致協力して問

題解決に向けて実行するときに

きている。
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表．lリサイクル製品のCO2軽減効果・省エネルギー効果・汚染負荷軽減効果
（製品1t当たり）

汚染負荷軽減効果炭酸ガス獲(CO2)

箪誰
(減比率）

製品 水億用霊
(減比率）

大気汚染
(減比率）

水質汚濁
(減比率）

バージン
製品

リサイク
ル製品

軽減効果

羅
一
蝿
一
一
一
砿

罐
一
一
一
職
一
帳

452N1Tr

234NITi

225Nnf

1227Nm'

.242Nm'

A7686Nnf

.101NIYf

△6帥Nm'

睡
蝿
一
蕊
一
睡

暇
蛾
一
蛾
一
蛾

紙

アルミニウム缶

ガラス（1升びん）

スチール缶

694Nmj

7920Nnf

326N爪

1887NIVf

『これからの廃棄物処理と地球環境」より

3ライフスタイルの見直しが重要課題

人々の生活は，車，電化製品，豊富な使い捨て商品，ファーストフード，グル

メ，海外旅行など非常に豊かである。こうした資源の大量消費と廃棄物の大量排

出を見直し，省資源，省エネルギー，省廃棄物のライフスタイルに見直さないか

ぎり，廃棄物問題の真の解決はなく，地球環境もますます破壊されることになる。

問題解決には技術廃棄物をすべて資源として再利用することにより，廃棄物問題は解決に向かう。

しかし，廃棄物の資源化・リサイクル技術は，経済性の原理から実用化されない

技術も多くあるが，これからは，地球環境への汚染負荷軽減の視点からもいろい

ろな資源化技術を導入し，リサイクル型社会（物の“生産”と“廃棄”が生態系

を崩すことなくシステム化できる社会）を構築していかなければならない。

1．リサイクル技術の開発とその製品の普及

紙，ピン，缶などリサイクル運動が全国的に叫ばれているが，その理由は表｡l

に示すように，リサイクル製品のほうが，バージン製品（バージン資源からの製

品）よりも炭酸ガス発生量を軽減でき，環境汚染負荷も大きく軽減できるからで

ある。例えば，アルミニウム地金1tをボーキサイトから製造するのには,約2万

2000剛の電力を必要とするが,アルミ缶から製造すると約650剛の電力ですむこ

とになり，97％の省エネルギー効果があり，炭酸ガス量もlt当たり7686Nnfの

発生抑制ができ，大気汚染も95％，水質汚濁も97％軽減できる。

これからは，ペットボトル，発泡スチロールをはじめとする廃プラスチック，

家電製品，自動車等すべての製品で，リサイクルを前提とした製品の生産とそれ

を支えるリサイクル技術を確立し，事業者が不要製品を回収するとともに，リサ

イクル製品を多く普及販売することが求められよう。このような社会システムを

機蕊することにより廃棄物問題を解決することがこれからの重要課題である。

2．ごみエネルギー化技術の実用化とその普及

ごみを用いて，図･2に示すように，電力，エタノール，液体燃料(油)，メタン

ガスなどにエネルギー化することは技術的には可能である。この図･2は，ごみの

エネルギー化リサイクル生産技術と生態系循環システムとのかかわりあいについ

て示したものである。

このように，ごみはすべてエネルギー化することが技術的には可能であるが，

力を活用

林業技術No.6111993.2
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図･2ごみのエネルギー化りサイクル生産技術

ごみ発電以外は経済的な面や品質の純度などの面で実用化には至っていない。こ

れからは，地球環境の保全や化石燃料の延命化のためにも，実用化に向けての技

術開発や実用プラントの建設を促進すべきである。また，このようなプラント建

設がリサイクル型社会の構築につながる。

3発電所型清掃工場の建設促進

清掃工場では，ごみ焼却時に発生する排熱で発電を行うことができる。発電量

はタービン型式や蒸気条件によっても異なるが，ごみ1t当たり420～720IWhの

発電が行える。

平成3年3月末現在で，約1950カ所の清掃工場が国内にあるが，このうち145

カ所の工場でごみ発電を行っており総発電容量が約56万剛である｡廃木材などの

産業廃棄物を含めてごみ発電を行えば,100万脚の原子力発電の約10基分に当た

る1000万剛も発電できるとの通産省試算もある。

このようなごみ発電を行うことは，化石燃料発電の負荷を軽減させ化石燃料を

延命化させるとともに,CO2,N20,SOx,NO蕊などの環境汚染物質の排出総量を

軽減させることになり，地球環境の保全に効果的である。

これからは，世界トップレベルにある日本の技術でこのような環境保全型都市

施設である発電所型清掃工場を国内外に建設していく必要がある。

4．廃木材の再利用の現状と技術開発状況

廃木材の再利用事業として成り立っているものとして，次のようなものがある。

①チップ化したものを粒状の炭，固形燃料(RDF),厩舎の床敷用として再利

林業技術No.61.11993.2



用している。粒状の炭は，土壌改良材としてメロン栽培やゴルフ場の芝に用いら

れている。また，住宅の調湿効果剤としても使用されている。②街路樹の枝切り

材をチップ化し，公園の歩道材や堆肥材として利用する。③ノコくずを燃料とし

て発電するこのプラントは日本の技術によりフィリピンに建設中である。

次に実証実験済の技術としては，次のようなものもある。①間伐材，枝条，製

材工場から排出される廃木材（約3500万㎡/年）から液体燃料を作る。②ごみ，

木の葉，家畜のふん尿，海藻などからメタンガスを発酵させアルコールを作る。

同じように，稲，もみ殻，麦わら，サトウキビなどからもアルコールを作ること

ができ，次代の石油代替燃料になるのではと注目されている。③チップ化したあ

と「パーテイクルボード」に成形し，住宅用建材として利用する。

このように，廃木材もいろいろと再利用できる技術はあるが，これからは，未

利用の廃木材をすべて再利用していくようにすることが重要課題である。

発展途上国では，廃棄物の未収集，不法投棄，有害廃棄物の越境移入，未管理

の埋立処分など多く問題を抱えており，疫病，地下水汚染，土壌汚染など日本が

過去に経験したことを今体験している。

このように，廃棄物の適正処理は，公衆衛生，生活環境の維持，さらに地球環

境の保全上の視点からも重要な事業である。

幸い，日本の廃棄物処理技術や管理システムは世界でもトップレベルにあり，

各国から日本政府に対して技術協力や資金協力が要請されており，日本政府は全

面的に発展途上国に対して協力すべきであろう。このような国際協力が地球環境

の保全のためにも最優先すべき課題の1つなのである。

廃棄物問題を解決しないと都市生活そのものが存続できなくなる。また，地球

環境の破壊をも促進させることになる。この問題を解くには2つのカギがあると

考える。

廃棄物のルーツは「資源」であり，この廃棄物を資源としてどう再利用するか

が，問題解決の大きなカギを握っている。

もう1つのカギは，大量生産による大量消費の考えを改めたライフスタイルの

見直しであろう。

あとは，この大きなテーマをどう考え，どう取り組み，どう実行するかが最大

の課題であろう。

石川禎昭著rこれからの廃棄物処理と地球環境』中央法規出版，平成4年9月

石川禎昭著rごみ教養学なんでもQ&A』中央法規出版，平成元年7月

＜完＞

7

廃棄物の技術移転
が急務の課題

あとがき

参考文献
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枝 打ちを見直す

1．はじめに

国産材価格は，安価な外材輸入や代替品の進出によ

り長期に停滞したままである。このため，丸太や製材

品は流通段階で厳しく選別され，小さな欠点があって

も優良材として流通することができない。一方，林業

労働力は減少し，賃金は高くなっている。このような

環境では，技術的な裏付けのある施業を計画的に行う

ことが，よりいっそう望まれる。

枝打ち実行中の林分を見ると，効果の上がる枝打ち

を行っていると思われる林分は以外に少ない。ここで

は，無節材生産を目的とした枝打ちについて今一度考

えてみたい。

2．無節材はいつから生産されるか

枝打ち後の無節材生産時期を図・1に模式的に示し

た。枝着生部の最下部幹直径がXの大きさで枝打ちし

たとすると，直径Xより外側が無節材になるわけでは

ない。その理由は，枝の付け根が凸形になっており，

幹に接して枝打ちしたつもりでも幹より外側に枝が残

るのが普通である。幹の最外側より残った枝の切断点

までの長さを残枝長(D)と呼んでいる。製品として

利用可能な無節材は，枝打ち時の幹直径Xに2×Dの

値を加えた幹直径Yから外側で生産されることになる。

このため，生産目標に応じた枝打ち時期を決定するに

は，残枝長の値が大きな影響を及ぼすといえる。

無節の心持ち柱材生産を目的としたスギ若齢林の枝

着生部の幹直径が8～6cIn以下で枝打ちした場合の残

枝長(D)は，愛媛県久万町のアヤスギ，サンプスギ，

ヤナセスギで6mm以下(竹内),京都の北山で6mm以下

(藤森),埼玉県画llのスギ,ヒノキで10m以下(竹内・

蜂屋)，岩手県のスギで12mm以下（外館）であった。

久万や北山でDの値が小さいのは，枝着生部の幹直径

が6cm以下で枝打ちを行っており，また，枝が太くな

らないよう立木密度を高く維持していることなどが原

因であろう。

ヒノキ林分で枝着生部の幹直径が10cm以下で枝打

ちした場合のDは14mnl以下，同じく12cm以下での，

林業技術No.6111993.2

竹内郁雄

は16m以下（竹内･山根）であった。スギ林分で枝着

生部の幹直径が25cIn以下でのDは35mm以下であった。

これらの結果から，利用可能な無節材が生産され始

めるのは,6cIn以下の幹直径で枝打ちした久万のスギ

では2×0.6cinを加えた幹直径7.2cmとなる。また，ヒ

ノキの翰宣径が12cm以下で枝打ちすれば,2×1.6cm

を加えた15.2cmとなる。このように,幹直径が大きく

なって枝打ちすると，そこに着生する枝も太く，枝根

元が凸形となって残枝長が大きくなるため，無節材の

生産が遅れることとなる。

これまでは，製品表面が無節でさえあればよいとい

うことであったが，条件をもう少し厳しくして，製品

表面に巻き込み跡に生じる年輪の乱れのないものを生

産することとする。枝打ちから巻き込みによって年輪

の乱れがなくなるまでの枝打ち箇所での半径成長麺を

平滑長と呼ぶ。平滑長は，枝打ちした枝直径が2cm以

下なら2.5cm以下（竹内・蜂屋）であるが，枝が太く

なるにつれて大きくなり，枝直径が4cm以上になると

5cmの成長量でも平滑にならない。例えば,6cnl以下

の幹直径で枝打ちした久万のスギでは，2×2.5cnlを

加えた幹直径11.0cnlより外側で年輪に乱れのない無

節材が生産可能となる。

3．生産目標と枝打ち時期

ここでいう枝打ち時期とは，枝が着生している最下

部の箇所の幹直径がどの程度になれば枝打ちしなけれ

ばならないかということである。生産目標は,10.5cm

の心持ち無節柱材生産と,10.5cm角2方無節材4本の

割柱生産の2種類とし，無節材面に巻き込みによる年

輪の乱れがあってもよいものとする。

(1)10.5cm角の心持ち無節柱材生産

生産目標を雷戊するための枝打ち時期Xは,図･1に

示したように,①残枝が幹直径Y=105cnlの円内にす

べて収まっていること，②枝打ち跡が伐採時の幹直径

Zまでに巻き込まれること，である。

柱材に丸身の出ない伐採時の幹直径Zは，
Z=､r百・10．5=14.8cnl



9

一一Z一
＊

‘吾一一Y－→.；
で枝打ちを行う必要がある。

（a2方無節材（10.5cm角)4本の割柱生産

枝打ち時期Xの考え方は(1)の場合と同様で,図･1に

示したように，①残枝が幹の直径Yである22.0cI11

(10.5×2に1cnlの余裕)の円の内側にすべて収まって

いること，②枝打ち跡が伐採時の幹直径Zまでに巻き

込まれること，である。

柱材に丸身の出ない伐倒時の幹直径Zは，

Z=f~r･22.0=31.1Cm

となり，残枝が直径22cnlの円内に収まっていれば,Y

からZまでの半径成長鐘は最も小さい末口でも，

(31.1-22.0)÷2=45cIn

となる。枝直径が5cln程度と太くなっても，枝打ち箇

所の半径成長量が3dll以下ですべて巻き込まれる（竹

内）ので，半径成長錘が4.5cnlあれば巻き込み完了後

の余裕も大きい。

このため，製品の2材面に節が現れない割柱生産で

は，条件の①を満たす枝着生最下部における枝打ち時

の幹直径Xを求めればよく，(1)と同様に残枝長の大き

さが決め手となる。

ヒノキ林分で幹直径が12cm以下で枝打ちしたとき

の残枝長は16n1lm以下であったが，スギで25cnl以下の

幹直径での残枝長は30mm以下であった。ここで,残枝

長を201IIn1以下と考えると,XとYとの関係は，

X=Y-2×(残枝長)=22.0-4.0=18.0cnl

となる。また,幹長3m当たりの幹の曲がりを仮に2

cmとすると，

X=180-2.0=16.0cm

となる。すなわち，枝着生部の幹直径が16cI11以下の大

きさで枝打ちを行う必要がある。

4．枝打ち木の大きさと無節材の採材可能時期

枝打ちを行った個体の大きさと生産目標の違いによ

って，枝打ち後どの程度経過すれば無節材が採材でき

るかを，3で述べた2事例で比較してみる。

(1)の事例では，枝着生部の最大幹直径が6cmから枝

下直径が4cmになる枝打ちを高さ3.5mまで,2年ご

とに繰り返すこととする。(2)の事例では，枝着生部の

最大幹直径が16cmになれば，高さ3．5mを一度に打

ち上げることとする。

心持ち柱材生産(1)では，枝打ち直後の幹直径は小さ

くても4cI11で,末口直径が15cI11になると無節材が生産

できるため,採材までに必要な末口直径の成長量は11

cnlとなる。高さ3.5mまで，幹直径4cI11まで打つ枝打

ちを繰り返した直後でも，末口直径の年間成長量は後
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図．l無節材生産のための模式図

X:枝打ち時の枝着生部の最大幹直径

Y:これより外側に節の存在しない幹直径
Z:Yの正角材生産のための最小必要幹直径

となり，残枝が10.5cmの円内に収まっていれば,Yか

らZまでの半径成長量は最も小さい末口でも，

（14.8-10.5)÷2＝2.2cIII

となる｡残枝が10.5cI11に収まるようなスギやヒノキの

枝打ちでは，巻き込み完了までの枝打ち箇所の半径成

長量が1.6cIn以下であり,2.2cmより小さいためすべ

て巻き込まれる。なお,生産目標が12cm角の心持ち柱

材では,YからZまでの半径成長量は2.5cmとなり，

巻き込み完了後の余裕も大きくなる。

従来の枝打ち時期は，目的とする製品の大きさYま

でに巻き込みを完了しなければならない時期とされて

きた。しかし，柱材表面に節が現れない製品の生産で

は，前記2条件の①を満たす枝着生最下部における枝

打ち時の幹直径Xを求めればよい。すなわち，枝打ち

時期の検討は，残枝長の大きさが決め手となる。

残枝長は，前述したように枝打ち箇所の幹直径や枝

の太さ，立木密度等に影響される。例として西川での

残伎長の値から枝打ち時期を検討する。残枝長はスギ，

ヒノキとも10mm以下であったが,安全を考慮して2mm

前後の余裕を持たせ12mとすると，枝打ち時期Xは，

X=Y-2×(残枝長)=10.5-2.4=8.1cm

となる。しかし，この枝打ち時期は幹が通直な場合で，

実際は幹に曲がりがあり，通宣な個体に比べ曲がりの

分だけ早く枝打ちしなければ，目的とする大きさに残

枝を収めることができない。根元曲がりを除いた幹長

3m当たりの幹曲がりは,外見上通直に見える林分で

平均lcm,一般の林分で2～4cm程度である。ここで，

幹長3m当たりの幹の曲がりを2cmとすると，

X=8.1-2.0=6.1cm

となる。すなわち,10.5cm角の心持ち無節柱材を生産

するためには，枝着生部の幹直径が6cm以下の大きさ

林業技術No.6111993,2



1()

表｡l生産目標による枝打ち後から採材可能時までの必要
成長量と年数 3 ヒノキ

２

２

枝
下
直
径
成
長
量
言
里
Ｅ
Ｃ
）

注）末口の年平均直径成長斌は，心持ち柱牛産では1．4cm,割柱

生産では1.2cll1と仮定した
ロ

述するように]cm前後である。ここで枝打ちを中止す

れば成長鐘はもっと大きくなり，年間1.4cm前後とな

ろう。このため，採材可能となる末口直径の成長量11

cmを1.4cmで割ると，採材可能となる枝打ち後の年数

は約8年となる。これらの値を，次に述べる割柱生産

とともに表．lに示した。

割柱材生産(2)では,枝着生部の幹直径16cmから3.5

m一度に打ち上げるため，末口直径は13.5cl11i程度と

なる｡この末口直径が31cI11になると採材可能となるた

め，採材可能となるまでに必要な末口直径の成長量は

17.5cmとなる。末口直径の年間成長量は，個体が大き

くなると1.2CIn前後になろう。このため，採材可能と

なるのは枝打ち後15年となる。このように,個体が大

きくなって枝打ちすると，枝打ち終了後早く伐採可能

と思われるが，これは大きな誤解である。

また，枝打ちによって材に変色が発生し，材質を低

下させる問題がある。変色は枝根元の枝隆部を含めた

幹に傷を付けることによって傷より幹内部にだけ生じ，

枝が太くなると傷が大きくなりやすく変色も大きくな

る。このため，一般には(1)の事例では幹直径6cmより

内部に小さな変色が,(2)の事例では幹直径16cmより内

部に比較的大きな変色が生じることとなる。なお，変

色やその対策については本誌No.493(1983)を参考に

されたい。

このように，枝着生部の幹が大きくなってから枝打

ちすると，幹内部の節の分布と変色部分が大きく，割

り物として材を利用する場合に大きな欠点となり，材

の利用に制限が生じる。また，巻き込み跡の年輪の乱

れも直りにくいため，優良材の生産がされにくいとい

える。枝打ちの基本は，小さいときから枝打ちを繰り

返し，節や変色を幹の狭い範囲に収めることである。

そうすれば，間伐木で心持ち無節柱材も生産できるし，

残存木で年輪に乱れのない無節の優良大径材生産も可

能となる。枝打ちするなら，投資効果の高い方法を選

定することである。

”"

4 812

胸高直径(cm)

図・2枝打ちを5回繰り返したスギ・ヒノキ林分

の枝打ち時胸高直径と枝打ち後2年間の
枝下直径成長量
（図中の数字は，枝打ち時の林齢を示す）

5．枝打ちの繰り返し方法

枝打ち繰り返しの1つの方法として,10年生時から

ほぼ2年ごとに枝下直径が4cmになる枝打ちを5回繰

り返し,平均枝打ち高がスギで6.5m,ヒノキで5.8m

となった両林分の枝下直径成長量を見てみよう。図･2

に枝打ち時の胸高直径と枝打ち後2年間の枝下直径成

長量との関係を示した。2年間の枝下直径成長量はス

ギ，ヒノキとも枝打ちを繰り返すたびに低下すること

がわかる。また，林内の大きい個体は小さい個体に比

較して成長量が大きいことが明らかである。このため，

2年後に枝下直径を6cmにそろえたいとすると，枝打

ち初期や林内の大きな個体には3.5cm程度まで打つ強

い枝打ちが必要となる。また，枝打ち繰り返し回数が

多くなって個体が大きくなったり，林内の成長の悪い

小さな個体は，枝下直径が4.5cIn程度まで打つ弱い枝

打ちとすべきであろう。もちろん個体の成長は土壌条

件や林齢，立木密度により異なるため，枝打ち林分の

成長を観察しながら行うべきであろう。

枝打ちは，大きな投資であり正しく理解して確実に

実行しなければ，大きな効果が期待できない。実施方

法を誤ると，利用価値のある無節材が生産できないだ

けでなく，材内部に変色や腐朽が生じ，取り返しがつ

かなくなるので注意が必要である。

（たけうちいくお・森林総合研究所四国支所）
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生産目標心持ち柱材割柱

狡到ろ直後の硬卜直径4．0q、13．5師

末□の採材時直径15．031．0

採材までに必要な直径成長墨11．017．5

採材可能年数8年15年
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枝打ちと虫害

主ヒノキカワモグリガ

1．枝打ちによる虫害の防除

枝打ちは良質材生産のために欠かせない作業の

1つですが，一般的には死節の形成を防ぎ，また，

完満な材を作る目的で行われます。しかし，同時

に樹木を加害する昆虫を防除することにもなる場

合もあります。

枝打ちで虫害の防除もできるというのは，枝に

害虫がいる場合です。害虫の生活史のうちで，枝

条部(枝の部分)を食害している時期と樹幹部(幹

の部分）を食害する時期があるようなタイプのも

のでは，枝打ちをすることによって枝条部にいる

害虫を駆除して，樹幹部での被害を防ぐことがで

きるわけです。スギ，ヒノキの害虫では，ヒノキ

カワモグリガとスギノアカネトラカミキリが，枝

打ちによる虫害防除の対象となります。この2種

類は，幼虫が枝条部で生活する時期を持つ穿孔性

害虫という点が共通しています。

ヒノキカワモグリガは，幼虫が小さいうちは生

きた枝条部で生活し，大きくなると樹幹部を食害

するので，枝打ちによって枝条部にいる幼虫を駆

除できます。スギノアカネトラカミキリの場合は，

枯れ枝が成虫の産卵場所となるため，枝打ちをす

ることによって虫の数を減らすだけでなく，産卵

Q

空

h題上垂

～

写真･1ヒノキカワモグリガ幼虫

佐藤重穂

場所をなくすことにもなります。

ここでは，ヒノキカワモグリガの生活史とスギ

林分での枝打ちによる防除試験の一例について紹

介します。

2．ヒノキカワモグリガの生態と被害

ヒノキカワモグリガはハマキガ科に属する小蛾

の一種で，北海道南部から九州まで分布していま

す。スギやヒノキの樹皮下を食害する穿孔性害虫

ですが，近年，特にスギ造林地での被害が増加し

ています。スギ，ヒノキのほかに，ヒノキアスナ

ロ，サワラなども食害することが知られています。

成虫は開長(鐙を開いたときの大きさ)が約,5
mmの蛾です。幼虫は5齢の老熟幼虫で体長約10

mm,頭部は黒褐色，胸部と腹部は黄白色のイモム

シです(写真．l)。成虫は年1回発生で，関東地方

の平野部では6月上旬から7月中旬に発生します。

成虫はスギ,ヒノキ等の針葉,緑軸部に産卵します。
ふ

卵から孵化した幼虫は，針葉の葉肉や緑軸に食

い入り内部を食害しますが，食害部が枯死する前

に脱出して，枝の上を歩いて別の場所に潜り込み

ます。幼虫は加害部位の移動を何度か繰り返すう

ちに，徐々に枝の太い部分へ向かい，秋には枝の

樹皮下で内樹皮を食害するようになります。冬の

間，幼虫は枝の樹皮下や幹から枝が分かれる枝基

部の樹皮下で越冬します。

越冬から明けた幼虫はさらに移動して，主に樹

幹の樹皮下で食害するようになります。枝基部だ

けでなく，枝のない樹幹部でも加害し，力枝より

低い樹幹部へも下りてきます。1カ所でおよそ1

~5c㎡を食害すると，食害部からヤニが出る前に，

別の場所へ移動して加害します。このときの幹で

の食害痕が，その後，黒褐色のしみとなります。

林業技術No,6111993.2
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冬なぎ

幼虫は老熟すると，粗皮のすき間で蝿になり，や

がて成虫になります。

この虫による実質的な被害は，幼虫が幹を食害

したあとにできる食痕です。食痕は黒いしみとな

って材内に残り，材の商品価値を下げます(写真・

2)。

幼虫の食痕は，その部分を巻き込むようにして

幹が成長して，数年たって完全に被害部が巻き込
こぶ

まれると，盛り上がって瘤になります。この瘤に

よって外観から材内に過去の被害があることがわ

かります。

なお，幼虫の加害によって木が枯死したり，木

の成長が悪くなったりすることはありません。

3．ヒノキカワモグリガの防除としての枝打ち

試験

ヒノキカワモグリガは上述のとおり，越冬前の

幼虫は主に枝条部で生活し，越冬明けに樹幹部へ

移動して加害します。この習性を考慮して，越冬

前に枝打ちを行えば，越冬後の樹幹部での食害を

ある程度防止することが可能です。前に述べたよ

写真･2スギ材内のヒノキカワモグリガの食痕

枝条音

うに，この害虫による被害で問題になるのは実質

的には樹幹部の食痕だけなので，枝条部の食害は

材の生産という点からは無視していいわけです。

そこで，ヒノキカワモグリガの被害防除のために，

スギ林分で枝打ち試験が次のように行われまし

た')。

試験を行ったのは,21年生で樹高6～9m,胸

高直径10～15cm,枝下高1.2～2.0mで，ヒノキ

カワモグリガの被害の多い地域にあるスギです。

試験区を4等分し，1区画ずつ樹冠部の下から

30%,50%,70%の枝打ちを行い,残りの1区画

は枝打ちを行わない無処理区としました。枝打ち

は幼虫が越冬に入る直前の12月上旬に行い,その

後の各区画での幼虫数と食痕数を比較しました。

無処理区のうち，一部の木を伐倒し，越冬期の

‘幼虫の生息分布を調べました。幼虫の生息部位は

図･1のように区分をしました｡その結果を表・1に

示しましたが，幼虫はすべて樹冠部に生息してい

て，力枝よりも下側の樹幹部にはいませんでした。

また,樹冠部では確認された幼虫の82％が枝条部

に，残りの18％が樹幹部に穿入していましたが，

樹幹部の幼虫の大部分は,樹冠の下から50％より

も高い位置にいました。つまり，越冬期には大部

分の幼虫が枝条部か樹幹の上部にいて，樹幹の低

い位置にはほとんどいなかったわけです。

さて，越冬後の幼虫の加害が終わり，成虫とな

った後の翌年7月に各区画の試験木を伐倒して，

全幹を剥皮して，樹幹部でのヒノキカワモグリガ

の食痕数を調べました。その結果は図・2のとおり

で，試験木1本当たりの食痕数は無処理木では

27.0個だったのに対して,30%枝打ち区は食痕数
･100%

70％

50％

30％

表･1越冬期の幼虫の分布（調査木1本当たりの幼虫数）

樹

図･1幼虫の生息場所と食痕場所の区分

林業技術No.6111993.2
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倉永ら（1988）より引用
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性があるからです2)。また,幼虫が樹斡部まで移動

しなくても枝条部で蝿になり，成虫にまでなるこ

とも考えられます力討，この場合は櫛幹部での加害

は防げても，成虫が産卵することによって次の世

代の虫力清つことになります。これらのことを防

ぐために，枝打ちした枝はできるだけ林内に放置

しないで処分することが望ましいわけです。

枝打ちすると，その効果でヒノキカワモグリガ

の個体数はいったん減りますが，数年内に再び回

復して，元どおりになると考えられます。何年後

に次の枝打ちをすればよいかは，50％や70%と

いう強度の枝打ちを頻繁に行うわけにはいきませ

んので，樹冠の回復状況，樹高・林齢などの林分

の諸条件，間伐などほかの施業との兼ね合い等を

考慮して判断する必要があります。また，枝打ち

による防除の効果をさらに高めるために，くん煙

剤の散布による成虫の駆除などの他の防除法と組

み合わせて行うことも考えられますが，複数の防

除法を併用した場合の効果がどれだけ上がるかは，

まだ確認されていません。

なお，ここに紹介したのはスギ林分での枝打ち

の効果を示した例ですが，ヒノキの場合は枝打ち

を行ってもヒノキカワモグリガの密度が下がらな

かったという事例もあり（井上巧盟氏，未発表)，

スギの場合と同様の効果があるかどうかわかりま

せん。ヒノキでは，枝打ちによる生理機能の低下

や林分の環境変化などのために防除効果は期待で

きないのかもしれませんが，はっきりしたことは

確かめられていないの力覗状です｡

枝打ちは保育作業の中で不可欠なものであり，

それによって虫害も防除できるのなら一石二鳥の

効果があるわけです。害虫防除法としても，薬剤

散布などと異なり環境への悪影響のない造林的な

防除法であり,合理的なものです｡枝打ちの活用に

よって，虫害の少ない林を造ることが望まれます。

（さとうしげほ・森林総合研究所九州支所）

引用文献

1）倉永善太郎・千原賢次・川野洋一郎：日林九支研論
41,157-158,1988

2）灰塚敏郎・谷口進・庄野章直・蒲原邦行胃日林九支研
論43,139-140,1990
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図・2枝打ち後の樹幹部の食痕数と枝打ち量の関係

倉永ら（1988）より作図

14.3個,50%枝打ち区は4.3個,70%枝打ち区は

3.0個というように,枝打ちの量が大きいほど,ヒ

ノキカワモグリガの食痕数が少なくなっていまし

た。このように，枝打ちによってヒノキカワモグ

リガの幼虫を駆除し，被害を軽減することができ

ました。

4．枝打ちで防除するには

一般にスギの枝打ちの適期は，樹液の流動時期

を考慮して10月から2月ごろとされていますが，

ヒノキカワモグリガの防除を目的とする場合は，

早めの10月から11月ごろがよいと考えられます。

上に紹介した試験の例では,12月に枝打ちを行っ

たのですが，幼虫の一部はすでに樹斡郡を食害し

ていました。なるべく多くの幼虫がまだ枝条部に

残っているうちに枝打ちを行うのが，被害を防ぐ

うえでは効果的です。

枝打ちするときは，枝打ち後に残枝を作らない

ように，切断面が平滑になるように丁寧に打つほ

うがよいでしょう。すでに述べたように，樹幹の

枝基部に幼虫がいることがあるため，残枝を残す

とそこに幼虫が残っていて，樹斡郡を加害するよ

うになるかもしれないからです。

枝打ちした枝は，そのまま地面に放置せず，な

るべく林外への持ち出し・焼却等の処分をするほ

うがよいと考えられます。これは，打った枝を地

面に放置しておくと，数カ月間は枝が枯れないの

で，枝の内部で幼虫が生き続け，幼虫が枝から地

表を移動して，樹幹部を加害するようになる可能

林業技術No.6111993,2
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枝打ちの必要な地域,不必要な地域
Jスギノアカネトラカミキリ

槇原寛

いっても日本のどこでも枝打ちをやればよいとい

うものでもない。どのような害虫でもそうである

が，この枝打ちを含めて防除を考えるときには，

その対象害虫についての基礎的な知識が必要であ

る。そこで，防除法の前にスギノアカネトラカミ

キリの生態を含めた簡単な紹介から始める。

2．スギノアカネトラカミキリの分布と食樹の関係

北海道南部，本州，四国に分布している。被害

ないし虫の記録のない県は茨城，山梨，香川，徳

島県である。さらに，分布は日本全体として見れ

ば比較的広いようであるが，地域によりかなり疎

密がある。これはスギノアカネトラカミキリとそ

の食樹の分布が深い関連を持つからである。スギ

ノアカネトラカミキリの場合，九州には分布して

いないし，食樹であるスギ，ヒノキ，ヒバの天然

分布地も九州にはほとんどない。スギ，ヒノキの

1．はじめに

スギ，ヒノキ，ヒバの穿孔性害虫としては，ス

ギカミキリ，スギノアカネトラカミキリ，ヒノキ

カワモグリガ，マスダクロホシタマムシがよく知

られている。このうち，スギノアカネトラカミキ

リはスギ，ヒノキ生立木の枯枝に産卵，幼虫が枯

枝より樹幹部に入り，死節の周りを食害し，樹幹

内に変色部や腐朽を生じさせる。そのため，被害

は板目上にとびとびに起こるので‘‘とびくされ”

と呼ばれている(写真･1)。しかも，被害は材内に

蓄積されるため，良質材生産が叫ばれ，長伐期政

策を余儀なくされることの多い今日，林業関係者

にとっては頭の痛い虫である。

このスギノアカネトラカミキリの被害防除法と

しては，その生態に即した枝打ちという技術が昔

から知られている。しかし，この虫の被害防除と
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二 一

写真．l板目上に現れたスギノアカネトラカミキリによる被害（とびくされ）
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写真･2樹幹部より枯枝に戻り，羽化し，春を待つ成虫（必ず頭部は脱出予定孔を向いている）

日本には北海道南部，本州，四国にスギノアカネ

トラカミキリが，屋久島と鹿児島市の城山周辺に

だけサツマスギノアカネトラカミキリA・”‐

"zzs""α〃zsHAYAsHIが分布している。そして,主

な樹と考えられるランダイスギ属が中国から台湾

にかけて，タイワンスギ属が台湾に，スギ属が日

本と中国の一部に，フクケンヒバ属が中国に，ア

スナロ属が日本に分布し，4種の分布と比較的よ

く一致している。

4．生態

1）生活史

成虫は樹幹部近くの枯枝内に作った踊室で越冬

し(写真.2)，春になると直径3～4ⅢⅢの円形の孔

をあけて脱出する。交尾した後，枯枝の2次枝の
ふ

付け根や粗皮下に産卵する。孵化した幼虫は枯枝

の中を食い進んだ後，幹材部に穿入して，死節の

上下方向にそれぞれ5～10cnlほど食害し，その

後，再び枯枝に戻り，夏から秋にかけて踊化し成

虫になる(図.')。早くても2年’世代，寒冷地方

では4，5年以上はかかると思われる。そして,

幼虫は枯枝内にいるときはほとんど大きくなれな

いようで，’年経過しても体重はほとんど変化し

天然分布は屋久島を除くと四国，本州で，ヒバの

場合これより北に偏り，三者を合わせるとスギノ

アカネトラカミキリの分布とほぼ一致する。これ

に対してサツマスギノアカネトラカミキリの場合’

スギ，ヒノキの天然分布地としてよく知られてい

る屋久島に分布しており，食樹の分布とよく一致

している。ただし，この種は鹿児島市内にも分布

している。しかし，鹿児島市に分布している個体

群は屋久島からの人為的移入種であるといわれて

いる。このように人為的に侵入定着したものとし

て，スギノアカネ'､ラカミキリでは札幌市円山公

園，新潟県粟島の例がある。

3世界的に見たスギノアカネトラカミキリの仲

間の分布と食樹との関係

スギノアカネトラカミキリA"婚"izJss""2zs-

cね吻鰯PIcの仲間は世界的に見るとアジア東部に

集中して4種が分布している。そして，その分布

も食樹と関係している。中国には福建省から発見

されたA.かりぬ""co"jSGREssrIT,台湾にはタイ

ワンヒノキの輸入材に付いて日本の港で発見され

るタイワンスギノアカネトラカミキリA.吻惣zz-

s"抑α"2"MAK1HARAetHAYAsHIがいる。そして，

林業技術No.6111993.2
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変色部

食害痕

図･1スギノアカネ,トラカミギリの加害様式

ない。また，枯枝を食い進む距離は1年で平均7

Cnlなので，枯枝のどの部分に産卵されたのかが1

世代に要する時間を左右する。また，地方によっ

て異なり，関東以南では成虫は春の平均気温で

15℃,最高気温で20℃以上の日が数日続くように

なると脱出してくるが，東北地方ではこれより

2．Cほど低い気温で脱出する。

2）生態

成虫は訪花性があり，黄色がかった白色の花に

集まり，蜜や花粉を食べ，花の上でよく交尾する。

訪花樹種としてはサンショウ，ミズキ，ミヤマガ

マズミ，コゴメウツギ，ガマズミ，クリ，ヤグル

マソウ，マユミ，ゴトウズルなどがよく知られて

いる。また，食樹としている林分からの飛び出し

の少ないことも有名である。また，成虫は昼行性

で正の走行性が強いことや雨天時には活動しない

こともよく知られている。

5．被害の特徴

スギノアカネトラカミキリは，前述のようにス

ギ，ヒノキ生立木の枯枝に産卵，幼虫が枯枝より

樹幹部に入り，死節の周りを食害し，樹幹内に変

色部や腐朽を生じさせる。そして，幼虫が内樹皮

と形成層体を加害することがないため，巻き込み，
しんしゆつ

ヤニの惨出もなく，被害の判定は外からは困難で

ある｡.また，枯枝のできる林齢にならないと被害

が出ないため,早くて暖地で15年生,寒冷地では

林業技術No.6111993.2

20～25年生くらいから被害が出てくる。

枯枝からスギノアカネトラカミキリ成虫が脱出

すると，アリ，ジガバチモドキ，ギングチバチな

どが脱出孔より入ることが多く，樹幹内の幼虫孔

道を広げ，変色，腐朽を促進させる。孔道内にク

モが詰まっていればジガパチモドキ，ハエが詰め

てあればギングチバチが利用したのである。しか

し，このような例は東北地方では少なく，関東以

南に多い。

さらに，スギとヒノキではスギのほうが変色，

腐朽の程度が大きい。被害はほかにサワラ，クロ

ベ，ヒバにも出るが，いずれもスギほど変色はひ

どくはならない。そして，ヒバの場合，成長が遅

く枯枝のできるのも遅いため,被害は80年生くら

いにならないと見られない。

6．防除

1）被害分布から見た防除法

(1)広域的な被害分布から見た防除法

九州，茨城県，山梨県などのように，スギノア

カネトラカミキリも見つかっていなければ被害も

ないという地域では，当面，枝打ちなどの防除を

考える必要はない。しかし，被害材の持ち込みに

より被害が拡大した新潟県粟島の例もあるので注

意はする必要がある。

(2)スギノアカネトラカミキリは分布しているが，

スギにまだ被害の出ていない地域

例えば，群馬県，栃木県のようにスギノアカネ

トラカミキリは標高の高いヒバの分布地帯に生息

しており，スギ人工林とヒバ林地帯が隣接してい

ない。このような地域では，スギの造林をヒバの

分布地帯である高標高地域に行わないことが必要

である。また,ヒバの被害材が大逓に出る土場の周

りに20年生以上のスギ，ヒノキ林がある場合に

は，被害が広がることも考えられるので，誘引器

(サンケイ化学社製)を用いて虫の有無を確認する。

(3)被害の確認されている県

流域単位で被害分布地を調べ，次のような安全，

危険地帯区分をする。

①流域単位で無被害が確認できればその地域は

安全地帯として，当面は防除は考える必要はない。



②流域単位で被害が見つかれば，その流域は危

険地帯とする。ただし，被害の広がりが下流域か

らか上流域からかを調べる必要がある。なぜなら

ば，上流域だけ被害が集中している場合は，標高

の高い所に植栽されたスギ人工林と天然スギ，ヒ

バ，クロベが接した可能性が高いからである。こ

の点を明らかにすることは将来の防除につながる

重要な点である。

2）危険地帯での防除法

(1)枝打ち

成虫が枯枝に産卵するため，産卵場所をなくす

ようにすればよい。そのための方法の1つとして

枝打ちがある。

枝打ちをしっかりやれば被害が減ることはだれ

でもよくわかっていることである。しかし，経済

的な問題，枝打ち技術者の確保もままならないの

が現状である。この上に被害に対する考え方を明

らかにする必要がある。実際の被害とは製品化し

たときに変色，腐朽部が表に出ることである。こ

のように考えると，枝打ちを実行しなければなら

ない林分は限定される。すでに被害が出ている林

分で枝打ちをしなくてもよい林分とは次のような

条件の所であろう。

①枯枝の落ちが悪く，成長も悪いため枝と枝と

の間隔が狭く，被害がひどく，手の施しようもな

い林分。このような林分では特に被害がひどいと

思われる木から除間伐時に伐倒していく。

②比較的成長がよく，枝と枝との間隔も広く，

2番玉まで自然落枝しやすい林分。

③自然落枝しにくいクローンでも林内湿度が高

17

ければ枝の腐れが早いので，水辺の近くの枝の腐

朽が進んでいる林分。

④すでに被害は樹幹内部にあると思われるが，

枯枝の付け根力埴径4～5cm以上あり，今後は被

害が枯枝だけで止まり，樹幹部に広がらない林分。

枝打ちをする必要がある所は下記のような林分

である。

①隣接林分にすでに被害が出ており，林分の枯

枝が1番玉付近から多い林分。

②良質材生産に特に重点を置いている林分。

枝打ちに際しては林齢，時期，どの高さまでや

るのかが問題となってくる。木の成長のことを考

えれば，生枝をナタで上手に落とすのが良いであ

ろう。しかし，現状では木に傷をつけることのほ

うが多いので，あまり勧められない。経済的な面，

危険回避を考慮するならば枯枝をノコを使い，1

番玉まで良質材を採れるようにするのが賢明な策

であろう。ただ，かつては枯れてから3年くらい

の枝が産卵されやすいといわれてきたが，枯枝の

中を幼虫が食い進むのに非常に時間がかかること

から，産卵は枯れた直後に行われることが多いと

思われる。そのため，枝打ちは枝の一部にまだ緑

葉がついているころにやるのが良いと考えられる。

(2)その他の防除法

スギノアカネトラカミキリ成虫の訪花性を利用

した防除法として効果的な誘引剤，誘引器の開発

が行われている。また，成虫が林内からあまり遠

くへ飛び出さない性質を利用した防除法として，

防虫帯の設置が考えられ，検討中である。

（まきはらひろし・森林総合研究所東北支所）

森林航測謹講篁蕊‘鰯鍋禦野説"周(〒"‘円）
第169号（今年度第3号）2月下旬発行予定／
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最 近の枝打ち機械

鈴木H告史

1．はじめに

古来より美林を愛し，良質材の生産に熱心であ

ったわが国の林業関係者が待望していた本格的な

自動枝打機が,わが国において開発されて約10年

が過ぎた。それまで世界的に見ても実用的と言え

るものはなかったので，人手不足解消と高能率化

の切り札としての期待を持った林業家の間に徐々

に普及していった。枝打機の関連記事や研究報告

書も数多く出されたが，最近になってひところの

熱気が薄れてきたように思う。一時は数社あった

自動枝打機のメーカーも現在では1社だけである。

そのあたりに的を絞りつつ，今までと，これから

について考えてみたい。

2．自動枝打機開発の歴史

人の手から離れて枝払い作業をする自動枝払機

械が開発されたのは1966年で,西ドイツSACS

社が「木登り鋸」と命名して販売を始めた。わが

国にも「ツリーモンキー」の名称で導入されたが，

以下の理由等でまだ完全な実用機とはいえず普及

はしなかった。すなわち，①その重量のため傾斜

地の歩行携行が困難，②最小適用樹幹径が太すぎ

る，③残枝が生じるため無節材生産には

適しない，④高価である，などで，その

時系列にまとめたものを表・1に示す。いずれも上

述の「ツリーモンキー」を上回る機能を持たすべ

く努力がなされたが，実用機として残ったものは

ない。しかしこれに刺激を受け，民間においても

1979年に相前後してKA社,SU社,SE社が自

動枝打機の開発に着手した。試作，現地試験およ

び改良を重ねた末，3年後には2社が発売にこぎ

着けた。国産自動枝打機の先発メーカーたる2社

は，それぞれ独立の技術を駆使し，上述の「ツリ

ーモンキー」の欠点の解消に努めている。枝打機

としての実用性を確保するため留意した点は，①

重量の軽減，②残枝を残さないこと，③ソーチェ

ーンに対する枝噛み防止，④エンスト対策，など

である。続いて満を持していたSE社,KY社の

2社力X,翌年，翌々年，相次いで競争に参加し，

ともに発売を開始した｡表･2に当時の各社の製品

の仕様諸元を示す。参考に「ツリーモンキー」の

それも併記した。各機種とも独自の機織で枝打ち

作業性能の向上を図っている。登りローラを採用

したもの，枝打ち高設定に無線を使用したもの，

チェーンソー先端部に過負荷防止装置を付けたも

表･1国の事業で開発された自動枝打機

後の改良機は実現せず，これ以外の機種

も登場しなかった。

しかし，この種の機械に対する要望は

依然根強く，1976年から開始された国が

林業用機械開発に直接関与する委託事業

や補助事業の中で，高所作業の安全性確

保と良質材生産を目的とした枝打ち作業

の自動化，遠隔操作化を図るため各種の

動力枝打機が開発されている。これらを

名称｜担当メーカー 備考
■
■
■
一
■

1978

1980

可搬式自動枝打機

油圧式枝打機

フオレストEng

カーツ

ツリーモンキーの軽量化

携行用，油圧鋲式

1982

1984 自動技打機

自動枝打機

カーツ

トウカイポンプ

1986

1988

自動枝打機 －1一カス 油圧制御採用

林業技術No.6111993.2
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表･2各社自動枝打機の仕様比較

メーカー SU社

18-51A
機種名（シルバックス）

装備重量25.0kg

2サイクル1気筒
エンジンMEIKIT240

51.5cc

登木方式宮署上昇

高さ上限設定タイマー

車輔数6

スリップ防止刻み付アルミホイル

適用樹幹径7～18qII

チェーンソー
先端部の過負案内ロット
荷防止

フレーム
外形寸法670R×600H

鋸部：480×640H

価格(万円）70

KA社

439
（ヨサク）

26.4kg

2サイクル1気筒
ロビンEC"

550cc

らせん上昇

タイマー

10

スリップ防止用ワイ
ヤ巻付ゴム輪

8～25帥

ガイ催ローラ付枝分
け

390WX375LX乃OH
補助フレーム：
210Wx450Lx450H

38．5（リモコン付）

のなど。これらの機種はいずれもrツリーモンキ

ー」の約半分の軽量化を達成し，作業員が1人で

携行可能となったことや，作業能率は人力の3

～5倍ということもあって，個人ユーザーを中心

に徐々に普及していった。地域別ではメーカー所

在地をはじめとして全国的に導入されていった。

図･1に民有林における年次別普及台数を示す。

1983年から自動枝打機が導入され，それまで約

100台程度だった動力枝打機の台数が急激に増え，

その後も順調に伸び続けている。統計上の数字は

年間1日以上使用されたものに限っているので，

メーカー側の出荷台数は10,000台を超えている

と思われる。ただし，前述のように2，3年前に

は3社までが撤退し，あるいは別の機種への転換

を図っている。

3．現況

自動枝打機の現況といえば，現在のところ唯一

の市販機種であるSE社製「えだうちやまびこ」

について詳しく説明することになる。

まず，現行2機種AB230型およびAB230-R

型の仕様を表・3に示す。SE社が初めて発売した

機種はAB160型で，これは2年間に320台販売

KY社 SE社

BC-501AB-160
（自動枝打機）（やまびこ）

21．3kg27.0kg

2サイクル1気筒2サイクル1気筒
KIORITZカワサキTD51

500cC 51.6cc

らせん上昇らせん上昇

無線式リモコン操作タイマー

5 6

コﾑｸﾛーﾗ形与鰐鞠空気入り
6～14qII 6～16叩

負荷に応じ案内板が
特になし下方に最大3醐況下

する

420Wx520LX570HI580Wx540Lx795H

39．837．5

(千台）
'2

10

今8
口

6
数

4

2

■総

●自

Oそ

数

F&H社

KIettersage
（ツリーモンキー）

480kg

2サイクル1気筒
SACHS-STAMO76

76．0”

らせん上昇

タイマー

8

スパイク付ゴムタイ
ヤ

12～23cII

特になし

600R×770H

100

0
1 Q14Q

'83，84，85，86’87，88，89，90，91，92（年）

図・1動力枝打機年次別普及台数
（林野庁研究普及課寅料より）

した。しかし，3輪のためにチェーンソーが幹か

ら外れる現象が多発したため後に全数を4輪に無

償改造した。最大適用樹径が約16cmであったが，

4輪に改造することにより23cmまでの枝打ちが

可能になり，これをAB230型として発売した。こ

れは3年間に500台の実績があったが，枝噛み等

のトラブル時の機械回収方法に問題があったため，

ラジコン方式を採用したAB230-R型を開発，こ

れまでに5,000台を出している。

林業技術No.6111993.2
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表･3えだうちやまびこの基本仕様

AB230AB230-R

540×590×840520×590×840

2 522

TD51TD48

51．648．6

23/80001.85/帥00

リコイルスタート

14

ｾﾝｻーによるｵーﾄｽﾄﾂブ｜ラジコン
300

約28作業28．走行4.3

約4．54.5～89（走行）

10（電波到達距離30m)

桧3．5．杉4.0

23～7（樹幹直径）

型式

機体寸法(全長×全幅×全高)<m>

菫霊(本体乾燦I)<kg>

540×590×840

25

型 式

排気璽<Cc>

最大出力/回転数<ps/rpm>

始勤方式

燃料タンク容量〈2〉

停止装置

エ
ン
ジ
ン

ソーオイルタンク容量<Cc>

昇<m/分〉

降<m/分〉

８
５
２
４
約
約

上
下
速
度

大上昇高

大切断枝

打ち適応範

最
最
枝

さ<m>

径<CM>

m<">

業能率が手打ちの3倍以上である，⑤ソフトタイ

ヤで樹に密着し，幹に傷をつけない。

短所：①重遥がまだ重すぎる，②変形木，曲が

り木，カズラ巻き木に対応できない，③枝噛みし

た場合，自力での脱出が困難である，④垂れ枝に

対応しにくいときがある。

要望：①さらに5kgの軽量化，②大径木用の枝

払機の開発，③小径木用の枝打機の開発，④枝下

までの上昇速度の向上，⑤高所でエンストしたと

きの機械回収方法。

4．問題点と改良の可能性

藤森氏は，枝打ちの効果を上げる時期は幹の直

径で7～5cInまでの部分の枝を打つようにするべ

きだとしている。しかしこれまでの機械は，ほと

んどがその性能として○○Cm～○○cmの広い幅を

打てる,OcI11までの太い枝も打てる，とその力を

誇示するような表現をしているが,5cmの樹径に

は対応できない。枝打ちせずに生長させた木に対

して急に広範囲の枝打ちを施してもその効果は先

端部でしかなく,例えば10cm以上の幹部分では長

伐期で育てないかぎり枝打ちの目的，すなわち四

方無節の心持ち材は採ることはできない。メーカ

ーは事前に，もっともっとユーザーや学者の意見

を聞いて開発改良に臨むべきであろう。技術的に

枝打ち高の調整方法は，メカ式（メートルダイ

ヤルセットによる自動停止）とラジコン式とがあ

る。それぞれ，自動式のものは1人複数台運腫が

可能，ラジコン式Iまトラブル発生時や切り残し枝

を生じたときに臨機応変の処置ができるという利

点を持つ。メーカーの資料による同機の作業性能

比較例は以下のとおり（詳しい作業データについ

ては林野庁メニュー課題報告書を参照)。

ヒノキ20年生，上昇距離6m,枝打ち高15

1117日当10,000円,1日6時間とする

1.人力の場合

10,000/30=333円/本

2.機械使用の場合

90本/日,20,000本で償却とする。この間に

消耗品はチェーン500本，バー1,000本，タ

イヤ2,000本として，燃料18円，償却費24

円，維持費18円，人件費111円

計1本当たり171円

現場での反応について

長所：①枝打ち技術のない人でも同様の枝打ち

作業ができる，②切断面に割れが入りにくい，③

人が木に登らないので安全である，④高木では作

林業技術No6111993_2



困難な点も多いと思うが，ユーザーもまた積極的

に使用して機械の改良に協力すべきである。

改良が急がれる課題を挙げると，①本機自体の

軽量化と分割方式,@8m以上の高所での立ち往

生対策，③枝噛みの完全防止，④滑りやすい幹で

のスリップ防止,⑤専用枝打機のシリーズ化(大．

中・小）等であろう。いちばんやっかいなのが，

エンジントラブルあるいはソーチェーン，ガイド

バーの枝噛みによって高所で樹上停止状態になる

こと。これを下ろすために人が登る羽目になるこ

とは何度もあった。もっと怖いのは，樹上で機械

が炎上すること。これは機械本体が枝に引っ掛か

ったままでエンジンと車輪が回り続け，幹との摩

擦熱でタイヤに，あるいは高温の排気熱で枝葉に

引火したものと推察される。

前述のメニュー報告書による自動枝打機に対す

るコメントは以下のとおり。

1）枝打ち高が5mを超えると自動枝打機のほ

うが人力による場合より有利。

2）枝打ち跡の残枝長や仕上がりは,人力による

場合より著しく劣ることはない。

3）幹に傷をつける危険率が高く,幹に曲がりが

あると，外側の枝は付け根までえぐり落とされる。

また枝隆は切除される。

4）現状では打ち止めの幹直径は7cnlを超える

ので，小径の無節正角材生産には不向きである。

5）高所の枝打ち作業の容易化,安全性確保には

効用が大きい。

6）複層林施業における上木の高所枝打ちへの

導入は大いに期待されるが，取り付け可能な幹直

径が30cmを超すところまで拡大されることが必

要である。

自動枝打機を手軽に移動する簡易移動器の開発

など現場からの創意工夫も見られる。これを使用

すると立木間の水平移動の場合,従来30kg近い負

荷があったものが3kg程度の負荷で移動が可能と

なったとある。自動枝打機とは別に手持ち式の動

力枝打機械としては，オペレータが背負った小形

エンジンの動力をフレキシブルシャフトや油圧ホ

ース等により取り出し，小形の丸鋸，せん断カツ

2］

夕等で枝打ちするものも多く市販されて徐々に普

及しつつある。また，根切りチェーンソーに始ま

る自然環境汚染を考慮した植物性オイルの使用も

徐々にではあるが普及している。「造材ロボッ

ト｣，「自走式油圧枝打機」などの試作，現地試験

も行われている。造林の機械化に関するシンポジ

ウムではレーザー光線の応用も話題になった。よ

り新しいアイデアの登場を期待する。最近ドイツ

において枝払いを目的にした油圧駆動式機械「ツ

リーウィッチ」が開発され，わが国への導入も図

られている。しかし，この機械油圧源であるベー

スマシンの移動や50kg近い枝打ユニットの脱着

作業に多くの時間を要するなど改良の必要性があ

る。

‐上記「えだうちやまびこ」のメーカーも，「よく

皆さんから独占でいいねと言われるが，1社だけ

では競争にならずつまらない」と言っている。確

かに開発・改良技術というものは競争し合い，切

膨永磨して初めて進歩するところが非常に大きい

ものである。

5．おわりに

多くの産業分野での機賊開発が停滞ぎみの中，

じっと耐え続けてきた林業界にもようやく機械化

推進に対する関心が高まってきた。この機を逃さ

ず，ユーザー，メーカーを問わず，産学官の連携

プレイで一段の飛躍を望むしだいである。

（すずきてるのぷ・森林総合研究所生産技術部）
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落
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本
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一
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・
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・
配
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入
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持
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歩
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今
も
、
し
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し
ば
演
目
に
登
場
す
る
伝
統
薬

（
紀
伊
國
屋
寄
席
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
）

熊
胆
お
よ
び
僻
香
の
日
本
薬
局
方
十
二
局
で
の
基
原
は
、

前
者
は
ヒ
グ
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ま
た
は
そ
の
他
近
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動
物
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ジ
ャ

コ
ウ
ジ
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ま
た
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そ
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の
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。
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キ
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グ
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も
か
っ
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は
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れ
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い
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が
、
ジ
ャ
コ
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同
様
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
規

制
に
よ
り
原
料
調
達
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。

「
熊
胆
」
に
は
ウ
ル
ソ
ー
ル
酸
が
豊
富
に
含
ま
れ
、
苦
味

健
胃
利
胆
、
解
毒
、
鎮
痛
鎮
痙
薬
と
し
て
、
各
種
配

合
剤
（
救
命
丸
、
奇
応
丸
な
ど
）
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

「
鍔
香
」
は
香
気
成
分
の
ム
ス
コ
ン
や
ス
テ
ロ
イ
ド
化
合

物
を
含
み
、
強
心
、
強
壮
、
興
溺
薬
と
し
て
漢
方
処
方
や

家
庭
薬
（
字
津
救
命
丸
、
救
心
、
六
神
丸
な
ど
）
に
配
合
。

ま
た
、
保
留
剤
と
し
て
不
可
欠
な
香
料
の
原
料
で
あ
る
。
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巧妙なネーミングの「妙通」

次
に
、
う
い
ろ
う
（
外
郎
）
薬
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
風

俗
と
口
上
を
歌
舞
伎
狂
言
十
八
番
［
助
六
］
に
取
り
入
れ

た
「
う
い
ろ
う
売
」
が
あ
る
。
こ
の
口
上
は
、
市
川
襲
名

の
際
に
必
ず
一
度
は
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
習
い
が
あ

ブ
（
》
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
伝
統
薬
、
家
庭
薬
は
落
語
や
歌

舞
伎
に
も
登
場
し
、
広
く
庶
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
身

近
な
家
庭
薬
を
も
う
一
つ
紹
介
す
る
と
、
ア
ジ
ア
製
薬
の

「
妙
通
」
と
「
オ
ゾ
」
が
あ
る
。
前
者
は
、
ア
ロ
エ
、
セ

ン
ナ
、
大
黄
、
ゲ
ン
チ
ア
ナ
、
生
姜
、
牽
牛
子
、
メ
ン
ト
ー

ル
か
ら
成
る
整
腸
薬
で
、
頭
重
、
の
ぼ
せ
、
肌
荒
れ
、
吹

出
物
、
食
欲
不
振
、
腹
部
膨
満
、
腸
内
異
常
発
酵
と
、
便

秘
と
便
秘
に
伴
う
症
状
に
有
効
で
あ
る
。
「
妙
通
」
と
は
今

の
若
者
に
も
よ
く
受
け
る
実
に
ナ
ウ
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と

感
心
し
て
い
る
。
筆
者
の
研
究
室
に
所
属
し
て
い
る
娘
の

潤
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
父
親
の
社
長
・
和
田
実
さ
ん

は
高
齢
の
た
め
、
今
後
は
こ
の
製
品
、
名
前
を
残
し
た
形
で

他
に
譲
り
渡
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
優
秀
な
家
庭
薬
・
伝
統

薬
は
ぜ
ひ
い
つ
ま
で
も
残
し
て
ほ
し
い
と
念
願
し
て
い
る
。

葵
の
紋
入
り
の
印
籠
と
『
水
戸
黄
門
』
は
切
っ
て
も
切

れ
な
い
。
こ
の
印
籠
は
、
室
町
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
携
帯
用
容
器
（
火
打
ち
石
な
ど
）
が
、
薬
の
携
帯
容
器

に
転
用
さ
れ
、
配
合
薬
を
入
れ
て
持
ち
歩
く
風
習
が
生
ま

れ
た
と
い
う
。

印
龍
を
持
た
な
い
で
済
む
健
康
体
を
い
つ
ま
で
も
と

．
：
印
寵
に
は
、
ぜ
ひ
貴
重
な
家
庭
薬
・
伝
統
薬
を
入

れ
て
お
き
た
い
も
の
だ
．
：
と
、
矛
盾
し
た
こ
と
を
頭

に
描
き
な
が
ら
。
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零巻愈巻

風 土と薬剤直物電
冬巻念

23落語に登場する伝統薬

｡§・

蕊拶 奥山徹
÷や÷｡§。 （明治薬科大学・教授）

。
：
村
の
万
屋
金
兵
衛
が
死
ん
だ
か
ら
、
戒
名
を

持
っ
て
き
て
く
れ
と
使
い
が
来
た
・
子
坊
主
は
（
和

尚
が
留
守
な
の
で
酒
を
飲
ん
で
騒
い
で
い
る
）
戒

名
な
ど
解
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
へ
ん
に
あ
っ
た
薬

の
袋
を
持
っ
て
行
く
。
『
霊
法
万
金
丹
』
と
書
い
て

あ
る
の
で
、

「
こ
れ
は
ど
う
ゆ
う
わ
け
で
す
？
」

「
幽
霊
が
出
る
と
い
け
な
い
か
ら
、
法
で
お
さ
え
て
霊

法
だ
」

『
万
金
丹
と
い
う
の
は
？
」

「
万
屋
の
金
兵
衛
だ
か
ら
万
金
よ
」

「
丹
は
な
ん
で
す
？
」

「
死
ぬ
時
喉
へ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
に
淡
が
く
る
。
そ
れ
で
丹

だ
」
「
い
え
、
こ
の
仏
は
屋
根
か
ら
落
ち
た
ん
が
も
と
で

す
」
「
だ
か
ら
さ
、
屋
根
か
ら
落
ち
た
ん
で
や
っ
ぱ
り
丹

だ
」
「
わ
き
に
白
湯
（
さ
ゆ
）
に
て
用
う
べ
し
と
あ
る
の
は

ど
う
ゆ
う
わ
け
で
？
」

「
こ
の
仏
に
、
改
め
て
お
茶
湯
を
あ
げ
る
に
及
ば
な

い
Ｌ
・
・
・

こ
れ
は
、
落
語
に
登
場
す
る
「
万
金
丹
」
、
別
名
「
戒
名

万
金
丹
」
（
東
大
落
語
会
編
、
『
増
補
落
語
事
典
』
、
青
蛙

房
）
で
あ
る
。

「
万
金
丹
」
は
最
も
親
し
ま
れ
て
き
た
日
本
古
来
の
伝
統

薬
と
い
え
る
。
そ
の
構
成
は
、
阿
仙
薬
、
甘
草
、
桂
皮
、

丁
子
、
木
香
、
曙
香
な
ど
か
ら
成
り
、
食
欲
不
振
・
減
退
、

胃
部
・
腹
部
膨
満
感
、
消
化
不
良
、
胸
や
け
・
も
た
れ
、

嘔
気
、
嘔
吐
に
用
い
ら
れ
る
。
典
型
的
な
胃
腸
薬
で
あ
り
、

解
毒
薬
で
あ
る
。

家
伝
薬
・
伝
統
薬
は
そ
の
時
代
、
場
所
に
よ
っ
て
わ
ず

か
ず
つ
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
「
野
間
・
霊
方
万
金
丹
」
は

今
で
も
残
っ
て
い
る
が
、
伊
勢
路
の
土
産
物
Ｉ
名
物
懐

中
薬
ｌ
と
し
て
伊
勢
参
り
の
伝
統
に
支
え
ら
れ
て

残
っ
た
と
も
い
え
そ
う
だ
。

ほ
か
に
落
語
に
登
場
す
る
例
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

先
代
可
楽
の
得
意
ネ
タ
：
．
「
反
魂
香
」

先
代
金
馬
の
得
意
ネ
タ
．
：
「
万
病
円
」

「
反
魂
香
」
、
別
名
「
高
尾
名
香
」
で
は
「
反
魂
丹
」
（
は

ん
ど
ん
た
ん
）
を
話
題
に
し
て
い
る
。
「
越
中
富
山
の
反
魂

丹
」
は
よ
く
知
れ
渡
っ
て
お
り
、
そ
の
由
来
は
、
延
宝
年

間
、
前
田
甫
正
が
江
戸
城
内
で
某
大
名
の
腹
痛
を
持
参
の

反
魂
丹
で
救
急
治
療
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
諸
候

の
希
望
で
諸
国
へ
売
り
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
医
薬
品
販
売
業
の
一
つ
に
『
薬
事
法
』
で

規
制
さ
れ
て
い
る
『
配
置
販
売
業
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

特
定
の
医
薬
品
を
、
あ
ら
か
じ
め
家
庭
に
預
け
て
お
き
、

使
用
し
た
医
薬
品
の
対
価
を
得
る
方
法
と
な
っ
て
い
る
。

〃
現
物
先
渡
し
″
配
置
販
売
方
式
が
、
反
魂
丹
を
通
し
て

す
で
に
こ
の
時
代
か
ら
全
国
に
配
置
行
商
さ
れ
、
こ
れ
が

大
成
功
を
収
め
て
き
た
よ
う
だ
。

「
反
魂
丹
」
の
薬
方
は
、
溌
乱
や
解
毒
を
目
的
と
し
、
黄

連
・
黄
苓
・
莪
北
・
枳
実
（
殻
）
・
牽
牛
子
・
木
香
・
縮
砂
・

三
稜
・
陳
皮
・
大
黄
・
背
皮
・
乳
香
・
丁
子
・
甘
草
・
熊

胆
・
磨
香
・
竜
脳
・
連
麺
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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全.劉

期
鶴

ウパメガシの道 饗の河原の地蔵

大雲取山を望む

ウ
バ
メ
ガ
シ
は
紀
伊
半
島
で
は
南
部
の
海
岸
地
帯
に
多

い
が
、
内
陸
部
で
は
川
の
沿
岸
に
も
群
生
す
る
。
こ
の
熊

野
川
で
は
中
流
域
の
山
々
に
分
布
す
る
と
と
も
に
、
北
の

吉
野
地
方
（
奈
良
県
）
に
も
入
り
込
ん
で
い
る
。
辺
り
は

備
長
炭
の
炭
焼
き
が
活
動
す
る
地
域
で
も
あ
る
。

三
十
余
年
前
の
青
年
時
代
に
も
私
は
こ
の
古
道
を
通
つ

す
み
や
ま

た
が
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
炭
山
を
探
す
父
親
と
い
っ
し
ょ

だ
っ
た
。
父
親
に
と
っ
て
は
小
雲
取
も
歴
史
あ
る
信
仰
の

道
と
し
て
で
は
な
く
、
た
だ
の
生
活
者
の
道
と
し
て
知
り

抜
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は
谷
口
（
熊
野
川

町
）
で
気
に
入
っ
た
山
林
を
買
っ
て
、
私
も
手
伝
っ
て
二

年
間
ほ
ど
炭
を
焼
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
こ
れ
は
私
が
二
、
三
歳
の
こ
ろ
の
こ
と
で
、
記

‐
し
勺
」

億
に
は
な
い
の
だ
が
、
如
法
山
の
南
側
の
志
古
の
山
で
、

両
親
が
炭
を
焼
い
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
辺
り
は
私
た

ち
に
と
っ
て
は
生
業
の
縄
張
り
な
の
で
あ
る
。

如
法
山
か
ら
下
る
と
誕
新
し
く
林
道
が
横
切
っ
て
い
る
。

昨
年
五
月
二
十
八
日
、
皇
太
子
さ
ま
も
小
雲
取
を
訪
れ
た

が
、
車
で
こ
ら
れ
、
多
分
こ
こ
か
ら
歩
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

小
雲
取
山
（
五
一
五
メ
ー
ト
ル
）
の
山
腹
を
巻
い
て
、

下
っ
た
所
が
石
堂
茶
屋
跡
で
あ
る
。
近
く
に
は
饗
の
河
原

の
地
蔵
が
あ
り
、
「
大
仙
因
入
沙
弥
」
「
明
和
四
年
七
月
六

日
」
「
武
蔵
川
越
領
鴨
田
村
』
な
ど
の
文
字
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
今
の
川
越
市
鴨
田
か
ら
熊
野
詣
に
訪
れ
た
者
が
、

い
と
し
子
の
菩
提
を
弔
っ
て
祀
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
別
の
場
所
に
は
三
十
基
ほ
ど
の
墓
石
が
並
ん
で

お
り
、
享
保
、
宝
暦
、
安
永
、
享
和
、
文
政
な
ど
の
年
号
が

見
え
、
最
も
新
し
い
の
は
「
明
治
十
年
」
で
あ
る
。
石
堂

茶
屋
も
そ
の
後
に
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

だ
が
、
周
り
の
植
林
は
間
伐
も
さ
れ
ず
、
伸
び
放
題
で
、

枝
は
枯
れ
、
あ
る
い
は
傾
い
た
り
折
れ
る
な
ど
し
て
無
惨

で
あ
る
。
三
十
余
年
前
に
私
が
通
っ
た
お
り
に
は
ぎ
辺
り

は
ま
だ
見
事
な
原
生
林
だ
っ
た
が
。

だ
が
、
し
ば
ら
く
し
て
尾
根
に
出
る
と
、
ウ
バ
メ
ガ
シ

が
林
立
し
、
道
は
木
の
ト
ン
ネ
ル
の
下
を
く
ぐ
っ
て
い
る
。

Ｓ
さ
ん
と
私
は
、
昨
夜
テ
レ
ビ
で
発
表
の
あ
っ
た
皇
太
子

妃
内
定
の
こ
と
な
ど
も
話
し
な
が
ら
歩
く
。
小
和
田
雅
子

さ
ん
は
、
ど
う
し
て
今
に
な
っ
て
結
婚
す
る
気
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
、
と
私
は
心
の
遍
歴
に
興
味
が
あ
る
。

「
若
い
こ
ろ
は
皇
室
な
ど
へ
入
る
よ
り
も
、
も
っ
と
自
由

な
人
生
や
恋
を
夢
見
て
た
の
で
し
よ
。
で
も
、
あ
の
年
に

な
っ
て
み
て
も
、
特
に
い
い
男
に
も
巡
り
合
わ
な
か
っ
た

し
、
皇
太
子
さ
ま
は
重
ね
て
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
し
、

と
う
と
う
そ
の
気
に
な
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
Ｓ
さ

ん
は
言
う
。

犬
を
呼
ぶ
笛
の
音
が
聞
こ
え
る
。
空
砲
も
響
い
て
、
ま

も
な
く
猟
銃
を
背
に
し
た
初
老
の
男
に
出
会
っ
た
。
猪
を

追
っ
て
行
方
の
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
犬
を
探
し
て
い
る
の

だ
そ
う
だ
。

や
が
て
、
桜
茶
屋
跡
。
明
治
の
末
ま
で
茶
店
の
あ
っ
た

所
で
あ
る
。
す
こ
ぶ
る
眺
め
が
よ
く
て
、
西
南
の
眼
下
の

谷
間
に
、
小
和
瀬
、
上
長
井
、
大
山
、
東
な
ど
小
集
落
が

か
す
ん
で
見
え
る
。

ま
た
真
向
い
に
そ
び
え
立
つ
の
は
大
雲
取
山
で
あ
る
。

大
滝
で
知
ら
れ
る
那
智
大
社
ま
で
は
、
ま
だ
あ
の
山
を
越

え
ね
ば
な
ら
な
い
。
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熊野路5道を秀く
半
コ
ウ
か
ロ
、山 の

ウバメガシと植林と、
詞

蛾

邸

溌溌臘議
溌爵懸識

崇江 敏勝
織灘鱗蟻灘懲

石
段
の
道
を
水
が
流
れ
て
い
る
。
杉
林
の
梢
か
ら
は
雨

の
誇
が
し
た
た
り
落
ち
て
く
る
。
周
り
の
落
葉
も
、
ハ
ナ

ミ
ョ
ウ
ガ
や
シ
ダ
の
緑
も
べ
っ
と
り
と
ぬ
れ
た
ま
ま
だ
。

そ
の
雨
上
が
り
の
坂
道
を
、
Ｓ
さ
ん
は
薄
茶
色
の
傘
を
か

ざ
し
て
、
私
に
続
い
て
上
っ
て
く
る
。

午
前
中
は
雨
が
降
り
し
き
り
、
雷
も
鳴
っ
て
い
た
。
だ

が
十
一
時
三
十
分
に
な
る
と
、
雨
は
ぴ
た
り
と
や
ん
で
、

青
空
も
少
し
見
え
た
の
で
、
私
た
ち
は
国
道
一
六
八
号
沿

い
の
喫
茶
店
か
ら
飛
び
出
し
て
、
歩
き
に
か
か
っ
た
の
で

あ
る
。
今
日
の
コ
ー
ス
は
請
川
（
和
歌
山
県
本
宮
町
）
か

ら
小
和
瀬
（
同
．
熊
野
川
町
）
に
至
る
小
雲
取
越
え
の
約

十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

こ
こ
は
熊
野
本
宮
大
社
と
那
智
大
社
（
同
．
那
智
勝
浦

町
）
を
結
ぶ
山
越
え
の
古
道
で
、
大
雲
取
小
雲
取
と
も
呼

ば
れ
る
。
小
雲
取
は
そ
の
本
宮
寄
り
の
半
分
と
い
う
わ
け

肱
や
た
叢

だ
。
古
い
参
詣
の
順
路
と
し
て
は
、
本
宮
か
ら
船
で
速
玉

大
社
（
新
宮
市
）
へ
と
下
り
、
そ
こ
か
ら
海
沿
い
に
徒
歩

で
那
智
大
社
に
向
か
う
と
い
う
場
合
が
多
か
っ
た
。
平
安

時
代
の
後
鳥
羽
上
皇
な
ど
も
そ
の
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
様

子
が
、
随
行
し
た
歌
人
、
藤
原
定
家
の
『
熊
野
御
幸
日
記
』

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
後
鳥
羽
院
も
那
智
か
ら
の

ロ
』
、
し

帰
途
は
、
本
宮
に
向
か
っ
て
こ
の
大
雲
取
小
雲
取
を
輿
に

乗
っ
て
越
え
た
の
で
あ
る
。
い
ま
私
た
ち
は
逆
に
那
智
へ

と
歩
い
て
い
る
わ
け
だ
。

し
ば
ら
く
は
杉
と
桧
の
植
林
の
間
を
上
る
。
だ
が
、
尾

根
近
く
に
な
る
と
、
自
然
林
が
残
っ
て
い
て
、
樫
や
ウ
バ

メ
ガ
シ
や
椎
と
と
も
に
、
楢
や
シ
デ
な
ど
落
葉
広
葉
樹
も

交
ざ
っ
て
い
る
。

歩
い
て
い
る
間
は
汗
を
か
い
て
い
る
が
、
じ
っ
と
し
て
い

る
と
寒
く
な
る
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
じ
き
に
出
発
を
す
る
。

如
法
山
の
北
の
急
斜
面
に
は
ウ
バ
メ
ガ
シ
が
多
い
。
斜

め
に
株
立
ち
に
な
っ
た
木
は
、
人
の
腕
ぐ
ら
い
の
太
さ
で
、

備
長
炭
に
焼
け
ば
最
高
級
品
の
「
小
丸
」
に
な
る
木
だ
。

こ
ん
な
よ
い
木
で
ま
た
炭
を
焼
い
て
み
た
い
な
あ
、
と
私

は
思
う
。

「
落
ち
葉
が
き
れ
い
だ
わ
ね
、
ぬ
れ
落
ち
葉
族
な
ん
て
バ

カ
に
さ
れ
る
け
れ
ど
」
と
Ｓ
さ
ん
が
言
う
。

落
ち
葉
は
楢
と
松
の
葉
が
多
い
が
、
し
っ
と
り
と
し
た

黄
茶
色
で
、
つ
や
や
か
に
輝
い
て
い
る
。
ま
だ
一
月
だ
が
、

早
く
も
春
を
に
お
わ
せ
る
色
で
も
あ
る
。
な
お
、
ぬ
れ
落

ち
葉
族
と
い
う
の
は
、
定
年
退
職
し
た
人
々
を
指
す
そ
う

だ
が
、
も
ち
ろ
ん
Ｓ
さ
ん
は
は
る
か
に
若
い
。
赤
い
ジ
ャ

ン
パ
ー
に
赤
い
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
黒
い
登
山
靴
で
落

ち
葉
を
踏
み
し
め
て
い
る
。

な
だ
ら
か
な
尾
根
道
を
約
一
時
間
上
っ
た
所
が
松
畑
茶

屋
跡
で
あ
る
。
今
で
は
石
垣
だ
け
が
残
り
、
樹
齢
三
十
年

生
の
杉
の
植
林
が
う
っ
そ
う
と
し
て
暗
い
。
だ
が
、
ま
も

な
く
如
法
山
（
六
○
九
メ
ー
ト
ル
）
が
見
え
て
、
道
は
北

の
山
腹
を
巻
い
て
い
る
。

辺
り
は
断
崖
絶
壁
で
す
こ
ぶ
る
見
晴
ら
し
が
よ
い
。
そ

の
突
端
で
私
た
ち
は
弁
当
を
開
い
た
。
ご
飯
は
私
が
握
っ

た
高
菜
の
め
は
り
寿
し
、
お
か
ず
は
Ｓ
さ
ん
が
こ
し
ら
え

て
き
た
肉
や
ゴ
ボ
ウ
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
使
っ
た
手
の
込
ん

だ
も
の
。
空
に
は
ま
た
雲
が
広
が
り
、
霧
も
こ
め
て
あ
ま

り
遠
く
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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1．はじめに

今日の緑に種われた山々を見るとき，かつてわ

が国にも広大なはげ山地域があったことを想像す

ることは難しい。しかし，これはそれほど古い話
さかのぽ

ではない。わずか30～40年ほど測ると，はげ山は

瀬戸内海沿岸の山地でよく目にする景色であった。

当時のはげ山は写真．lに見られるように,谷状侵

食が発達し，嶺は白雪をいただき,谷は削り立て
ごと

た刃に囲まれる如くと形容されるほどだった。波

打つ裸地撚価に緑がわずかに残る荒涼たる風景が

展開していたことがわかる。そのため，下流の住

民ははげ山からあふれ出した土砂と水の被害に悩
ようす

まされた。その様子は，瀬戸内海地方のはげ山の

代表地域であった岡山県児島半島の玉野市に見る

ことができる。

昭和21年当時,玉野市の荒廃林地は全林野面積

の51％に及んでいた。そのため，豪雨のたびに流

れ出た土砂が溜池や用水路を埋めたり，下水や道

路に堆積したりで，市民生活は混乱した。さらに

被害は，天井川の周囲農地の湿田化や港湾施設の

埋没へと広がった。これらの災害を防止するため,
しゅんぜつ

玉野市では毎年土砂の俊喋や堤防の維持管理に

多額の予算を計上しなければならなかった。

この記録はまさに森林の水土保全機能を証明す

るものであり，ここから森林を持続的に保持する

ことの大切さをくみ取ることができる。また，は

げ山の自然復旧には相当な時間がかかるので，緑

の早期回復には治山工事が必要であることをうか

がい知ることができる。このような背景から，第

2次大戦後，はげ山緑化のための大規模な治山事

業が開始された。この中で,昭和23年から国営の
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可

写真．l表土の露出したはげ山（旧玉野試験地）

民有林直轄事業が導入され,昭和37年まで継続さ

れたことは特記すべきである。この事業は県営の

治山事業との連携により，今日の緑をよみがえら

せる礎を築いたといえる。

技術面からは，階段工，芝筋工，実播工などが

採用され，広大なはげ山地域を経済的に緑化する

工法の検討が行われた。ここでは，森林総合研究

所（当時は林業試験場）が玉野市で実施したはげ

山緑化研究から,昭和30年ごろのはげ山時代と現
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図･1主林木の樹高成長

在の林況を比較しながら，緑化の進行による水土

流出の変化を概観したいと思う。

2．試験地の概況と緑化工の施工

対象地域は温暖少雨な瀬戸内式気候に属し，地

質は深層風化した花崗岩，土壌は砂質な未熟土で，

保水性に乏しく，乾燥しやすい。植生は上木のア

カマツ，クロマツ，ネズミサシと，林床のコシダ，

ネザサ，ウラジロ，ツツジなどで代表される。こ

のような瀬戸内海地域の典型的なはげ山の立地環

境下にある試験地（玉野市日比）が，国営治山事

業地に隣接して選ばれた。その中に，面積

0.1～0.3haほどの集水地形をした16個の試験

区が配置され，積苗工のような経費のかかる工法
ま

から，斜面に草本と木本の種子を播くだけの安価

な工法まで，異なった7種類の緑化工が施工され

た。導入された主要な樹種はクロマツ，オオバヤ

シャブシ，ウバメガシ，フサアカシヤで，草本と

してはウィーピングラブグラスが用いられた。植

栽密度は4,500本/haで，実播の場合は成立本数

として3,000本/haを見込んで播き付けられた。

植生調査では，主林木を対象にして樹高，根元

直径，胸高直径が計測されるとともに，植生によ

る地表の被覆度も測定された。各試験区からの侵

食土砂量は，試験区の末端に設置されたコンクリ

ート槽に貯留して測定された。水流出量の測定は，

代表区について設けられた塗水槽に自記流量計を

取り付けて行われた。このほか，表層土壌の理化

学性と散水型山地浸透計による浸透能の調査が実

施された。

3．緑化の進行と水土保全機能の向上

(1)植生の消長

主林木の樹高成長は図・1に見られるように，当
おうせい

初はフサアカシヤが最も旺盛で，次にハナアカシ

ヤ，オオバヤシャブシ，クロマツの順になる。し

かし，アカシヤ類は10年を過ぎると成長が止ま

り，20年後には枯損木が目立つようになった。30

年が経過した現在ではほとんど衰退，消失し，根

株や根系から萌芽したものがわずかに残るにすぎ

ない。一方，クロマツは混植されていたため，フ

サアカシヤなどに被圧され初期の樹高成長は劣り，

形状比の高い個体が多いが，アカシヤ類の衰退後

に伸長し，現在では上木層を形成している。ウバ

メガシも樹高成長は遅いが，耐陰性が強いため残

存率は高く，今では優占木となっている試験区も
と

見られる。今後はこれらの枝潅が良好な成長を遂

げると考えられる。

地表の植被率は，緑化工施工後2年目には

20～80％程度でまだ不完全であった。しかし，5

年目には各区とも植被率が60%を上回り,全面的

に被覆された区も出現した。林床を被覆する植生

は，施工当初のウィーピングラブグラスから，現

在では主としてコシダ，ネザサヘと変わるととも

林業技術No.6111993.2
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とも4年目には侵食土砂の発生
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050100150200がかりとなって緑が回復し,30

散水強度(mm/h)年間にわたり土壌を保全してき

たことになる。このことは，図・
図・3緑化工の施工による浸透能の向上

2の緑化工を施工しなかった対

に，中階層にヒサカキ，ツツジ，ネズミサシ，ス照区の侵食土砂量の変化からも理解される。対照

スキなどが目立つようになった。そのため，林床区では現在でも1年間に2mli程度の土砂移動が起

はほぼ完全に被覆され，特に斜面下部では厚い落きている。試験開始当時に比較すると，周囲から

葉層の堆積が認められる。の植生の自然侵入により，対照区においても侵食

(2)侵食土砂量の変化土砂量は減少している。しかし，対照区が施工区

代表区の侵食土砂量の経年変化を図・2に示しのように植生で被覆され，土砂の動きが止まるに

た｡緑化工施工区では樹草の成長とともに,侵食土は，さらに年月がかかるであろう。

砂量は指数的に減少した｡早い区では,2年が経過(3)浸透能と地表流出量の変化

すると侵食はほぼ停止した｡また,大部分の試験区国営治山事業地の緑化工施工区と本試験地の裸
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表･1浸透能調査地の土壌の理学性

孔隙湿（％） 透水性
(cc/min)

最大容水霊
（％）

最小容気塁
（％）

容積重
(g/100")

調査地
粗細全

49.217166.3

32.011.643.6

玉野市玉
(国営治山事業施工地）

玉野市日比
（玉野試験地裸地）

141

26

313

135

117.8

153.6

35.0

30.1

を物語っている。このことは，かつて

はげ山であった玉野周辺の山地に当て

はまるであろう。

(4)土壌の理化学性の変化

試験地で行った土壌調査から，土壌

層に起こった変化は次のようにまとめ

られた。土壌の理学性では，孔隙量，

最大容水量，最小容気量が増加した。

化学性では深さ50cnlまでの土壌中の

炭素と窒素の含有量が増加した。また，

このような土壌の成熟化の程度は，そ

こに生育している樹種の影響を受ける

傾向もうかがわれた。

土壌は現在でも全般的には未熟土に

分類されるが，場所により乾性褐色森

林土の特徴が見られるようになった。

地表植生が維持されれば，今後も土壌

の成熟化が進んでいくと考えられる。

4今後の森林管理に向けて

、の緑化工の施工は，早期に地表被覆を

70 II
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図.4緑化工の施工による地表流出量の減少

地で測定した浸透能を図・3に示した｡施工区の浸

透能は裸地区より明らかに大きく，約2．5倍に相

当した。この差異は，施工時の法切りや階段工の

施工による土壌の膨軟化も影響するが，植生の生

育に伴う地表の保護，有機物の供給・分解と根系

の発達による表層の土壌化の進行が強く働いてい

る。このことは，表．lに示した施工区と裸地区の

土壌理学性からもわかり，緑化工の施工により孔

隙量が増加している。特に，粗孔隙の増加が浸透

能の向上につながったと考えられる。

浸透能の向上は地表流出量の減少につながるの

で，降雨時の地表流出量を比較すると，図･4のよ

うに，施工区では対照区より地表流出量が少ない。

これらの結果は，はげ山への緑化工施工による緑

の回復が，水土保全機能を着実に高めていること

はげ山への緑化工の施工は，早期に地表被覆を

形成し，水土の激しい流出を抑止した。その効果

は今日まで継続しているが，今後の森林管理にお

いては水土保全機能のいっそうの向上とともに，

山火事防止，景観保全，保健休養などの機能も考

慮しなければならない時期にきている。しかし，

現在の森林は十分な管理がなされず，いろいろな

樹種が雑然と混生しており，公益的機能の十分な

発揮は期待しにくい状況にある。地域ごとに優先

すべき機能を明らかにし，それに向けた森林へと

誘導する必要がある。30年以上の長期にわたって

培ってきた貴重な緑を，今こそ将来展望を持って

アフターケアする時期であると思う。

（はっとりしげあき・森林総合研究所関西支所）

林業技術No.61119932
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題へ＠回ざ趣例一親林活動をｻポー ﾄする

BB.森林インストラクター資格試験を受験して(巳）
－試験問題の傾向（林業・森林内の野外活動分野）

藤田久男･松本義夫･金澤巖･岩下秀美

前回に引き続き，今回は林業分野と森林内の野

外活動分野の試験内容について述べよう。

(2)林業（試験時間：1時間2()分）

ア山村と農林業

【平成4年度】

①山村の側にたった，都市と山村の交流の重

要性について,300字以内で記述しなさい。

②次の文章の（）の中に，当てはまる字句

を下から選び記入しなさい。なお，同じ字

句を何回使ってもよい。

（文章）

・燃料革命（薪炭から石油系燃料への転

換）が農山村に与えた影響

（字句）

石油系燃料燃料革命山村経済

里山地帯農山村の景観所得源

高度経済成長期空洞化など

【平成3年度】

①わが国の林業の現状について,300字以内

で記述しなさい。

②日本の森林について，あなたが知っている

ことを，300字以内で記述しなさい。

●この分野については,昨年度は,「わが国の林業

の現状について｣(平成3年度①),「日本の森林につ

いて｣(同②)と,どこかつかみどころのない問題で

あったのに対して,本年度は,ri都市と山村の交流」

(平成4年度①),r燃料革命と農山村との関係｣(同

②）と，かなり焦点が絞られた出題に変わった。

林業技術No.6111993.2

より深い知識が求められるようになったといえよう。

●本年度の出題は，山村に関する問題が集中し

たが，山村があっての森林・林業であり，森林イ

ンストラクターにとって必須な知識でもある。問

題が高度化していることを考えると，毎年，林野

庁から報告される「林業白書」などで，山村と森

林・林業についての現状，変遷等をしっかり押さ

えておかなければ，林業関係者といえども高得点

は難しいと感じられた。

イ森林の効用

【平成4年度】

①熱帯林の減少と砂漠化の関係について,300

字以内で記述しなさい。

②森林の根系支持力と土砂崩壊との関係につ

いて,次の図を見て何がいえるか,300字以

内で記述しなさい。

（図の内容）

・崩壊深度別の崩壊箇所数，崩壊面積，

崩壊土砂量

③降雨水のゆくえについて，次の図の空柵に

当てはまる字句を下から選び記入しなさい。

（図の内容）

・森林に降った雨が，地下水となって海

に至るまでのプロセス，及び山地の崩

壊原因となるに至るプロセス

【平成3年度】

①森林と環境問題の関わりについて，300字

以内で記述しなさい。



●この分野は，昨年度に比べ，出題数が2問増

加した。

●新たに出題された問題は，森林の効用そのも

のについての問題で,｢森林の根系支持力と土砂崩

壊との関連」（平成4年度②)，「降雨水のゆくえ」

(同③)と，森林の土砂崩壊防止機能，水源かん養

機能についてかなり具体的に出題された。その中

でも，森林の根系支持力と土砂崩壊に関する出題

は，平易とはいいながらも，示された図から，な

んらかの傾向を読み取って記述する問題であり，

"森林インストラクターにも,図表を読みこなす能

力が求められるようになったのかな？”と，いさ

さか戸惑いを感じた。

●一方，昨年度に引き続き出題された環境に関

する問題は，地球サミットの年を反映してか，熱

帯林と砂漠化の問題（平成4年度①）が取り上げ

られた。環境に関する問題についても，昨年度の

総論的な出題からテーマ的な出題に，大きく変わ

ったとみることができる。

ウ森林の施業

【平成4年度】

①間伐手遅れ林分の成立過程と問題点を,300

字以内で記述しなさい。

【平成3年度】

①森林施業の歴史について，300字以内で記

述しなさい。

●この分野の出題は，昨年度も本年度も各1問

と，出題数に変化はなかった。しかし，その内容

は，森林インストラクターが的確に理解したうえ

で一般の人々に伝えるべき，より現実的な内容に

変わっている。

●林業の分野は，専門的な分野だけに，林業関

係者以外の受験者にとっては，なかなか気が重い

分野かもしれない。しかし，林業の分野は，森林

の分野とともに，一般の人々に伝えるべき，実に

多くのものを含んでいる。ここに森林インストラ

クターの，森林インストラクターたるゆえんがあ

31

るわけで，なんとしてもクリアしなければならな

いところである。

エ木材及び特用林産物（きのこを含む）の利用

【平成4年度】

①次の住宅部材に求められる性能と主に使用

される樹種を簡潔に記述しなさい。

・土台

・柱

・梁

・床

②わが国の木材の需給の現状を，300字以内

で記述しなさい。

③次の文章の（）の中に，当てはまる字句

を記入しなさい。

（文章の内容）

・特用林産物とは

・林業粗生産額に占める特用林産物の

生産額の割合

【平成3年度】

①資源としての木材の重要性について，300

字以内で記述しなさい。

②針葉樹と広葉樹の木材としての狩徴を,そ
れぞれ簡潔に記述しなさい。

③木材の長所と短所を，それぞれ5つ記述し

なさい。

④山林原野において食べられる木の実を，和

名で5つ挙げなさい。

⑤マツタケとシイタケの生活史の違いを，簡

潔に述べなさい。

●この分野では，木材関係から2問，特用林産

物関係から1問，それぞれ出題された。

●出題された｢住宅部材」（平成4年度①)，「木

材の需給」（同②）及び「特用林産物」（同③）に

関する問題は，いずれも林業を語るうえでの基礎

的な事柄と思われる。「林業白書｣，参考図書等に

よって，しっかりフォローしておかなければなら

ないと感じられた。

林業技術No.6111993.2
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オその他林業に関すること

【平成4年度】

①次の林道構造図の（）の中に，下から適

当な字句を選び記入しなさい。

（図の内容）

・林道の横断面

（字句）

・のり頭のり面路面路肩など

●林道に関する問題は，これが初めての出題で

ある。それだけに，意外な出題と感じた受験者も

多かったのではないだろうか。筆者は，昔の記憶

を頼りに解答したが，試験後誤りを発見し，シマ

ッタ／と思わず頭をかいてしまった。

(3)森林内の野外活動(試験時間：1時間20分）

ア森林レクリエーション

【平成4年度】

①野外活動が生涯スポーツ及び生涯学習とし

て重要視される理由を300字以内で述べよ。

②野外ゲームとはどんな場か説明せよ。

③オリエンテーリング，追跡ハイキング，ウ

ォークラリーの中から2つ選びその実施方

法を説明せよ。

【平成3年度】

①野外活動を楽しむための要件を5つ挙げよ。

②近年，野外活動に対する欲求が高まってい

るが，そうした野外活動に対する欲求増大

の理由を述べよ。

③代表的野外ケームを1つ挙げ，名前，方法，

目的を述べよ。

●この分野については,昨年度に引き続き，“現

代において,野外活動が重要視される社会的背景”

に関する問題が出題されている｡｢野外活動に対す

る欲求増大の理由」（平成3年度②)，「野外活動

が，生涯スポーツ，生涯学習として重要視される

理由」（平成4年度①)と，出題が大きく異なった
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ように感じられるが，よく考えてみると，解答は

昨年度とほぼ同じものが求められているように思

われる。

●また,"野外ゲームの具体的実施方法やその目

的”についても，昨年度に引き続いて出題されて

いる。しかし，この問題についても「代表的な野

外ケームの名前，方法，目的」（平成3年度③)，

｢オリエンテーリング,追跡ハイキング，ウォーク

ラリーの実施方法」（平成4年度③)と，まったく

違った問題のようにも受け取れるが，上記の代表

的な野外ゲーム3種をマスターしておけば十分解

答できる問題で，その意味では，これも異問同答

の出題とみることができるかもしれない。

●以上のほか，この分野では,「野外活動を楽し

むための要件」(平成3年度①)，「野外ゲームとは

どのような場か」（平成4年度②)が出題されてい

る。これらの問題は，ある程度は体験的に答える

ことができる。しかし，近年は各地で野外ゲーム

の講習会が行われているので，このような場を通

じて，具体的な実施方法のほか，理論的な勉強も

やっておく必要がありそうだ。

イキャンピング

【平成4年度】

①キャンピング時の服装（帽子，靴を含む）

について注意点を述べよ。

②キャンプファイヤーを行うときの係とその

役割について述べよ。

【平成3年度】

①キャンピングの特性を箇条書で5つ述べよ。

②キャンピングの目的または目標を箇条書で

4つ述べよ。

③ナタを初めて使う子が，直径5cm,長さ3()

Cmの薪を割るとき，指導者として注意すべ

きことを箇条書で述べよ。

●この分野は，出題傾向が昨年度と大きく変わ

った。昨年度は，「キャンピングの特性」（平成3

年度①)，「キャンピングの目的，目標」（同②）



と，どちらかというと総論的な出題が多かったが，

本年度は，「キャンピング時の服装」（平成4年度

①)，「キャンプファイヤーを行うときの係とその

役割」（同②)と，かなり具体的な出題となってい

る。

●言うまでもなく，森林インス|､ラクターは，

キャンピング等に当たって，実際に一般の人々を

指導する立場に立つことになる。したがって，こ

の資格試験においては，豊富な体験に裏付けられ

た確かな知識・技術を求められるのは当然のこと

と考えられ，今後とも，総論的な出題に加えて，

より具体的な問題が出題されるのではないだろう

か。

●このような意味から，キャンピング体験に乏

しい筆者にとっては，この分野の試験は，地に足

が着かないものとなってしまった。今後，早い機

会にキャンピングを体系的に体験・勉強しなけれ

ばと考えている。また，そうしなければ，仮にう

まく本試験をパスしても,｢ペーパーインストラク

ター」の域を脱しきれないだろう。

ウネイチャークラフト

【平成4年度】

①採集会と自然観察会の違いを述べよ。

②落ち葉を使った遊びにはどんなものがある

か述べよ。

【平成3年度】

①草木遊びをさせるときの注意点を箇条書せ

よ。

②ドングリを使った遊びを箇条書せよ。

③子供にとって草木遊びの意義はなにか箇条

書せよ。

●“ネイチャークラフト”とは，木の実，落ち

葉などの自然物を使って，創造性を働かせていろ

いろな物を作り，遊ぶことで，自然との距離が大

きくなってしまった現代人（もちろん，子供を含

む）でも，比較的容易に取り組むことのできる野

外活動である。そのために，従来からある笹舟な
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大森林浴ツアー

どに加えて，近年，いろいろなネイチャークラフ

トが考案されている。

●この分野では，昨年度に引き続き，ネイチャ

ークラフトの具体的な名前を記述する問題が出題

されている。rドングリを使った遊び」（平成3年

度②)，「落ち葉を使った遊び」（平成4年度②)が

それである。これらの問題は，体験的にある程度

答えることはできるが，高得点を期待したり，よ

り充実したインストラクションを行うためには，

市販されている専門書等によって，近年の"遊び”

の動向を把握しておく必要がある。

●｢採集会と自然観察会の違い｣(平成4年度①）

は，美しい，あるいは珍しい蝶，花等の採取を狙

いとする従来方式の採集会と，身近なものや自然

の営みそのものに目を向けていこうとする新しい

方向としての自然観察会の違いを記述する問題で，

今後の森林インストラクターとしての指導の基本

的考え方にも深く関わる問題でもある。筆者は，

うかつにもこれまで両者の違いを考えることもな

かったが，この1問で，目が開かれたような気が

した。

●このほかに，昨年度は「草木遊びをさせると

きの注意点」(平成3年度①)，「子供にとっての草

木遊びの意義」（同③)が出題されているが，これ

らの問題は，ある程度，体験的に答えることがで

きるであろう。

＜続く＞

(誌難鵡測麗髭み/林業講習所）

林業技術No.6111993.2
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篭一

沙漠で林業をと思いつめているわけ

1．はじめに

沙漠にはずいぶんと前から行き

たいと思っていた。

中国の内蒙古自治区毛烏素（モ

ウソ）沙地に日本の研究者（しか

も筆者からすればかなり身近な

方々）が赴き，沙漠緑化に関する

日中の共同研究が始まっているこ

とは,1986年ごろに京大砂防の小

橋先生から,｢毛烏素沙漠の緑化試

験に用いるために，北海道に自生

するあるいは導入されて生育が保

証された，なるべく多くの樹種の

種子がほしい」と，北海道立林業

試験場の当時の緑化部長であった

伊藤博士に連絡があったことから

推察できた。

そのときは筆者もまた北海道立

林業試験場防災科の一員として働

いており，部長の指示で，これま

た当時の成田主任と，ニセコや石

狩，鵡川などの，いつもの防災科

専用の採種地に直行し，毛烏素行

きの種子も含めて多めに採集した。

もちろん，京都に送った種子と同

じものを当然林試の苗畑に，バッ

クアップの目的で，その年の秋に

林業技術No.6111993.2
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播種して発芽・生育を観察したの

は言うまでもない。

それから，小橋先生にお会いす

るたびに，毛烏素に行きたいとお

願いしていたけれど，地方公務員

では難しいとの返事であって，調

査に出かける機会は訪れなかった。

しかしながら，1988年夏に島根

大学農学部に赴任芽ることになっ
て環境が一変した｡その年の11月

に鳥取で開かれた研究報告会に参

加し，内蒙古沙漠開発研究会の会

員に，自薦で潜り込むことに成功

したのである。

このときから，鳥取大学乾燥地

研究センターの神近先生と山本先

生らの知遇を得ることになった。

2．ようやく毛烏素沙地へ

中国内蒙古自治区毛烏素沙地開

発整地研究中心（以下センター）

における日中共同研究は1985年

から開始されていた。このセンタ

ーについては，京都府立大学の徳

岡先生が本誌の568号で紹介して

おられる')。

筆者がようやくのことで仲間に

紛れ込み，現地に赴くことができ

るようになった1991年までに,す
そうそう

でに7年が経過していて，鐸鐸た

るメンバーによる沙漠緑化に関す

る調査・研究報告が多数発表され

ており，もはや，柔らかくておい

しそうな部分はどこを探しても残

っていないように思われた。

それでも，初めての海外調査に

大喜びで参加した。

その年の研究テーマは，沙漠緑

化と農業開発に関する基礎的研究

を目的としたトヨタ財団の研究助

成による「毛烏素沙漠の沙漠緑化

と農業開発のための基礎的研究」

の一環としてであり，このうちの

緑化班としての参加であった。

同行した仲間は京都大学農学部

の若手のホープである大手さんと

中村さんで，おこ方とも確固たる

テーマを持って調査に参加されて

おられ，非常にうらやましく思っ

た。

センター付近の毛烏素沙漠の景

観を概略的に紹介しておこう（写

真･1)｡毛烏素は一面が砂地ではな

く,高さがせいぜい10m程度の砂

丘ｶﾖ地平線のかなたにまで広がっ

ている。ところが，砂丘と砂丘の

間には丘間低地と呼ばれる部分が

あり，そこは牧畜のための草地で

あったり，場合によっては水たま

りであったりする。そして，砂丘

固定のための椎識は低地よりもむ

しろ砂丘部分に行われる。

ほぼ1カ月にわたった滞在の間，

ブラリプラリと物見遊山の気分で

生活していた筆者とは異なり，お

2人は徹夜の測定を数回もこなさ

れるなど，実に精力的な仕事ぶり

であった。

3．調査・研究の目的はといわれ

ても

1990年の夏に現地で長期間の
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写真･1毛烏素沙漠の景観

(砂丘は移動しており手前の林帯は埋没寸前である）

写真･2我々が利用したラバ車

(囲いの材料として，ごく一般的に

調査をし，かつたくさんのビデオ

も撮影された名城大学の前中先生

からいくばくかの取材をし，現地

での仕事を,｢防災林用樹種のうち

現地で評価の高い旱柳（カンリュ

ウ・馳雄7""""ぬれα）を用いた緑

化技術の習得と旱柳の葉の飼料と

しての価値の確認｣,とすることを

とりあえず計画してみた。

そのときは，敗戦後の岡山県や

広島県などの瀬戸内沿岸部に延々

と広がっていた風化花崗岩(マサ）

地帯での椿悪林地改良事業の混牧

林を頭に描いていた2)。もはや忘

れられてしまったけれど，かつて

日本にもハゲ山における侵食防止

と農耕用家畜の飼料の確保という

大きな命題があったのだった。

旱柳は中国では防護林，固砂林，

防砂林，防風林そして護牧林用樹

種として用いられており3)，また

｢毎年発芽し伸張するシュートと

そこに展開する葉(萌芽枝葉)」は

秋の初めに収穫され，越冬期間中

の家畜の飼料や家屋周辺の防風柵

あるいはヒツジなどの家畜の菜園

などへの侵入を禁止するための柵

の材料となる4)。そして，その造林

方法は独特で，直径5～8cIn,長

さ約3mもある高粁（こうかん）

挿し木と呼ばれる方法によって，

春先，地下凍結が解けた部位にま

で深く挿し付けが行われるのであ

る5)。

これ以外にも，かつて送り出し

た北海道産の種子たちがどのよう

に育っているのだろうか，と見て

みたい気持ちもあった。

4．調査の成果はこの程度でも

なんだそんな事か！と思われ

るかもしれないが，現地でなけれ

ば絶対習得できなかったことの1

つに，行動半径の限界を知ったと

いうことがあ.った。まずこのこと

から書いておきたい。

筆者らが取り得た現地での移動

手段のうち，最も文明的なのは四

輪駆動車でそのあとがラバ車であ

り，最後が徒歩であった。

確かに四輪駆動車は，一応道路

と名の付く場所ではきわめて有効

である。しかし，砂丘部分にさし

かかると運転手の判断で突然徒歩

を余儀なくさせられる。また，他

の用事で車が外出している場合に

は使えない。そのようなときには

牧民のラバ車を依頼することとな

る。

ああ見えてもラバ車（写真･2）

は筆者の経験からいえば，ラバの

頑張りのいかんとはいうものの四

輪駆動車よりも砂丘に強いようで

ヤナギ類の枝が用いられる）

ある。しかし，乗り心地はいま一

つであった。これも頼れないとき

は徒歩となる。特にセンターの周

辺では交通機関が皆無に等しいか

ら，日本でのようにバスやタクシ

ーや友人の車に便乗するなどとい

うことは不可能である。したがっ

て，歩いて行った分だけ，当然歩

いて帰らなければならない。悲し

いかな，ようやくそのことに気付

いたころには，滞在期間はほぼ終

了しかかっていた。

結局，筆者が徒歩で遠出できた

のはわずかにセンターから半径4

klnの範囲でしかなかった。なんと

行動半径が狭かったことか。

次に，それでもなんとか習得す

ることができた沙漠での緑化技術

の一端も，ここで手短に説明して

おきたい。このために行ったのだ

から。

研究中心周辺の旱柳の成木に近

寄ってみたとき，先端鄙分に伐痕

があるのに気が付くはずである。

しかもその伐痕の本数を数えてみ

ると，少数本ではなく，多い場合

には最大22本もあった｡さらにそ

の伐痕跡から次世代のシュートが

これも伐痕跡と同様に大きく生育

しているのである（写真･3)。

林業技術No.6111993．2
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そこで，ついでに伐痕跡の年輪

を数えてみたら，ほぼすべての伐

痕が8年であったのである6)。換

言すれば，挿し付け後，約8年で

伸びた枝が高杵挿し木の材料とな

る根元直径約8c111,長さ約4mと

なった木材として収種できるので

ある。もちろん，台木はそのまま

にして。さらに，高杼挿し木であ

るから，その年伸びる萌芽枝葉が

ヒツジやカシミヤヤギなどに食べ

られる心配はない。安心して放置

しておける。

中国の人々が長い歴史の中で作

り上げた，実に見事な知恵である

ことに感心させられた。

5．それが林業とどうして結び付

いたのか

あるとき，中国側"暁陣の代表

である眺洪林先生のお話から，高

杼挿し木の挿じ穂1本がほぼ1元

で取引されていることがわかった。

そうか，1本の台木から多ければ

約20元か,うまくいったら500本

の林分が8カ所あれば万元戸か，

と瞬間的に計算していた。さらに

加えて，生育が旺盛な個体からは，

数えてみるとその年の萌芽枝が

50本以上もあって,葉とこれら当

年生萌芽枝が家畜の越冬用飼料と

して収稚もされるのである。これ

も売れば何元かになるであろう。

実際，葉を売る例も報告されてい

る？)。旱柳は実に万能選手である

ことに驚いた。

これならば，もう立派な林業で

はないだろうか。この目で，ほぼ

8年を経て切り取られた旱柳力鷺挿

し穂の材料としてあるいは牧柵と

して取引されていることを観察す

ることができたし，また，当年生

萌芽枝葉をセンターで放牧してい

るヒツジに与えてみると大喜びで

林業技術No.6111993.2
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写真･3典型的な旱柳の生育状況

(先端部から伸びた太い枝が木材と
なる）

食べてくれた。ヒツジにとっては

ごちそうの部類に入る食べ物なの

であろう。用途はもちろんこれだ

けではないだろう。燃料にだって

用いることができよう，うまくい

けば足場丸太にもなろう，これで

販路はある。

しかも日本とは異なり，毛烏素

沙地周辺の牧民は政府の定住化政

策によって,1戸当たりなんと

200～300haの土地を有している7)。

よしんぱ,ha当たり500本植栽し

たとしても，わずかに8haもあれ

ばよいではないか。これくらいな

らなんとかなりそうである。した

がって，土地問題は最初からない。

とにもかくにも，林業によって

方元戸にたどり着いた。

6．その結果少なくとも毛烏素で

はどうなるのか

繰り返しになるが，旱柳の挿し

穂から萌芽したシュートを十数本

選んで生育させる。すると約8年

経過するとそのシュートは挿し穂

と同等の直径に成長し，木材とし

て収稚され販売することが可能と

なり，さらにこの間にも，当年生

萌芽枝葉という換金要素も加わっ

字■
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ばよい）

ている。

萌芽枝葉を販売しないまでも，

これらを自家用として越冬期間中

の家畜の飼料とすれば，林業だけ

でなく農業・牧畜業をも十分成立

させられるようにも思える。なぜ

なら，冬期の飼料の確保は牧民に

とって重要な課題であると聞くか

らである8>･

当地で観察されたこのような旱

柳を用いた挿し木造林・萌芽利用

という林業の技術体系が確立され，

普及されるならば，牧民にとって

は明らかに所得の向上となるだろ

う。毛烏素沙地に限ってみても，

その普及可能な面積は約40()万

haと広大であり，なおかつ緑化の

必要な地域も，冬期に飼料が必要

な牧民も存在しているはずである。

7．それなら旱柳を見てみたいと

思われた方に

ここで，日本にも旱柳があるこ

とをお知らせしよう。

1991年の11月19日付けで,待

望の植物検疫の書類（写真･4）と

ともに旱柳の枝が，眺洪林先生の

手によって日本にもたらされた。

あて先は共同研究を行っている鳥
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取大学乾燥地研究センターの山本

先生となっているが，これはこの

際重要ではないだろう。

早速宝物を松江に持ち帰って，

金塚技官の力を拝借し，挿し木に

よる増産態勢を取った。ところが

なかなか大きくなってくれない。

まだ割りばしの大きさにも達せず，

どちらかといえば線香程度である。

しかしながら，このように日本

にも旱柳は立派に存在するのであ

る。これからは，旱柳の飼料とし

ての価値の評価のための養分分析

も可能となる｡そのうち，収量調

査もできそうである。いや，これ

らはやらければならない項目であ

ろう。増産できれば，国外も含め

た多くの地域での試験に供せられ

ることも可能になる。とりあえず，

準備は整い始めているのである。

8．さらに調べなければならない

ことがあるけれど

これまで半乾燥地においては，
かんがい

潅漉農業によって生じる土壌のア

ルカリ化とその解消などの農業問

題や農業サイドからの水収支につ

いての研究に力点が置かれていた

ように思える。まず食料を，とな

るのは当然のことであろう。

毛烏素で林業，に話を戻そう。

旱柳は地下水位からの距離が2m

前後で最も生育が良く，それ以上

でもそれ以下でも生育が低下する

〃’

写真･5水たまりの
水質を測定する大手

氏と中村氏
(もちろん全行程徒

歩であった）

とされている5)。したがって，この

地域での林業には潅激が伴わない

から，ここでは林業サイドからの

水収支に限ってみればよいことと

なる。大手氏の出番である(写真・

5)。

同行した大手氏の研究によれば，

毛烏素沙地研究センターで約2割

の面積を占める樹栽樹（ここでは

旱柳）は，植栽密度上昇に伴って，

地下水帯付近の水分を旱柳が直接

消費することによってではないが，

年平均約350Ⅲ''1といわれている雨

水（浸透水）を消費することによ

って，すなわち地下水溜養分を消

費することによって，間接的では

あるが，研究センター内の地下水

位を低下させうると報告してい

る9)。

しかし，この報告では密度管理

のいかんによっては，地下水位の

低下の起こらない場合がありうる

という余地が残されている。この

余地は林業技術の問題として解決

できることにほかならないと考え

た。このことからすると，まず適

正な植栽密度を探し出すこと，す

なわち密度管理の方法の研究が必

要となる｡具体的には,ここでとり

あえず考えてみたha当たり500本

は多いのだろうかを調べてみたい。

次に，有機物を生産物として生

態系外に持ち出すことの地力への
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影響，ひいては持続可能な土地利

用の可否についても検討しなけれ

ばならないであろう。これは収量

調査でもある。

この2点が，とりあえず，現地

で手始めに実行されなければなら

ない問題ではあるが，これらは現

在の林業技術で対応可能である。

9．これらの技術はどこまでも応

用可能である

研究手法も含めて，いったん技

術体系が確立されたならば，それ

はきわめて容易に地球上の他の地

域，例えばアフリカのサヘル地域

であっても，簡単に移転すること

ができるはずであり，半乾燥地一

般の地域環境と経済に貢献するも

のであることは間違いないであろ

う。

少なくとも日本の治山・砂防事

業では外国産の樹種を導入して成

功している。例えば筆者は北海道

の石狩や鵡川の海岸砂地で生育す

るヨーロッパ原産のモンタナマツ

(H"zIs"20""""Mill.)10)を幾度

も観察したし，北アメリカ原産の

イタチハギ(A""ゆ〃蹴加f"Osrz

Linn_)!o)にいたっては毛烏素でも

観察した。極論が許されるならば，

樹木はどこででも生活できるので

ある。ところで旱柳は，毛烏素原

産ではなく数世紀前に南部で人工

植栽が行われたそうで，毛烏素で

の天然の分布は確認されていない

のである4)◎

言わせてもらえるなら，現在乾

燥地あるいは半乾燥地における緑

化問題が地球規模で必要になって

いる中で，このような地域におけ

る砂漠化を防止し，大地に密着し

た新しい産業を成立させ，さらに，

二酸化炭素を取り込むことで地球

温暖化の防止にも貢献する可能性

林業技術No.6111993.2
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もある林業技術の体系化が，もう

一息で可能なのである。

日本人がほんの少し汗を流せば，

中国の人々が育てた緑化技術と知

恵が世界に広まる日が目前に来て

いるのである。

10．ここらでそろそろあとがきを

ここでは「沙漠で林業」の可能

性を検討しようとした。そしてそ

れは可能であると思われた。

ところで，乾燥地域において沙

漠化が広がっていることは周知の

事実である。そして一刻も早く緑

化しなければならない地域は，地

球上に数多く出現している。もち

ろん中国のように国を挙げて防護

林の造成を成功裏に行っていると

ころもある。しかし，きわめて少

数例であって，実際にはやりたく

とも資金からして不足していると

いうのが実情ではないだろうか。

もしここで述べた｢沙漠で林業」

を可能にすれば，多くの人々のた

めになることは間違いない。そう

思いながら小文を響いてみた。

最後にひと言。残念ながら，北

海道から送った種子たちは全滅し，

影も形もなかった。

(島根大学農学部附属演習林
助教授）
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活様式の変化，家庭機能の変化も

実に劇的です。

習俗的生活，伝統的生活によっ

て育林され，保育されていた“ス

ギ林”の育成も，家庭機能の変化

や喪失によって，普通の農林家で
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めて著しく，世帯主はもちろん，
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が通勤者となったことで，資産と

生産を維持継承する後継者を養成

したり，伝統的な職業技能を伝承

することが困難になりました。

近代的工業社会において働き，

暮らすためのきわめて一般的な知

識を教え込まれる教育が着実に成

果を上げました。このような教育

も，また農山村の習俗的生活，伝
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さとうげんいち

佐藤彦一

統的生活を崩壊させる大きな要因

となりました。農作業や家事を手

伝う子供は，ほんとうに少なくな

りました。貧しさの恐怖や，経済

社会の急変に耐えるためと，迫り

くる変革の予感から，農山村でも，

高学歴取得を目指した勉強第一の

雰囲気がきわめて強くなりました。

女子高校生でも自分の弁当すら調

理できないか，あるいは，調理さ

せない家庭が増えて，主婦を育て
しつ

る教育，祭けもできないようにな

りました。

1990年の国勢調査の結果によ

れば，25～29歳の年齢層では，大

卒女子の未婚率が10年前よりも

15.7ポイントも上昇し,56.2%に

もなったと聞きました。女性の晩

婚化はもっと進み，出生率はさら

に低下し続けるのでしょうか。出

産，育児よりも，社会活動に魅力

があってのことでしょうか。広く

日本の社会に問題があるからでし

ょうか。未来の日本の社会構造は

どのようなものになってゆくので

しょうか。

都会に出た子弟にとって，同世



代の消えた山村は，つかの間の故

郷として帰村の場でありえたとし

ても，先祖伝来の山林などの資産

も景観の対象にすぎず，すでに経

済行為の対象とは見えないはずで

す。

すべてが，ファミリーコミュニ

ティーの所産であったスギ育林事

業でした｡80年代後半から続くわ

ずか数年間の社会経済の激変によ

って，育林事業の困窮は描写でき

ないほどのものになりました。

間伐と木材不況

当地は人工林率がわずか30％，

地域のほとんどの農林家が，植林

した体験を持っていません。価格

の低迷でますます間伐が遅れ,収

益のない長い時間の中で地域の林

業を取り巻く雰囲気も，さらに冷

えたも,のになりました。山間地域

の農林業の置かれた厳しい環境は，

豪雪と重なって若い人たちにはま

ったく魅力のないものとなりまし

た。そして，労働力の減少の速度

は我々の予測と想像をはるかに超

えています。

このような状況の終点は，豪雪

山村の消失を意味しているのでは

ないでしょうか。

間伐の機械化と作業道

林業の振興は何よりも労働力の

確保に制約される時代になりまし

た。路網整備が不十分なままの機

械化では，賃金上昇の圧力を補う

ことはできないと思います。

急傾斜地に対応できる機械の製

造は困難であり，できたとしても

高価に過ぎ，稼働時間確保，生産

量の規模，大堂の積雪堂などの諸

条件から考えて導入は至難と思い

ます。そして，日本社会の投資余

力は25年しかないといわれてい

ます。このようなことを併せて考

えれば，路網整備投資の損益分岐

点は，従来考えられていたよりも

はるかに高いのではないでしょう

か。

私の山林は低い所が標高200m,

高い所が標高620mほどです。

昭和47年から作業道を作り始

め，40年代はドーザーショベル，

以後は,バケット容蛍0.25㎡・車

両重量6.6t～バケット容量0.40

㎡・車両重量10.5tクラスのバッ

クホーを使いました。現在は幅員

2～3mの作業道の密度は250

m/ha以上になりました。一昨年

の夏は連日の雨天で，家で昼食を

とり，1時間30分も昼休みをして

山に帰るようにしました。これも

作業道の効用でした。

急傾斜の山林に道路を作る方法

には2つあると考えています。そ

の1つは,50ha以上の規模の団

地を持つ経営や，大規模経営で，

8～11tといったような大型のト

ラックの通行できる，林道規格に

近いような作業道の間隔を200m

程度に整備し，密度をha当たり

40～60mにして，タワーヤーダな

どで全幹集材をする方法です。

この方法は，大型高能率の林業

機械の償却のために，稼働時間を

年間200日程度にしなければなか

なか採算がとれません。気象の制

約もあり，事業堂の規模が問題で

す。荷掛け，荷外しの労力と土場

整理のための機械が必要です（工

費は1m当たり最低1万円として，

40～60万円/haが必要です)。

その2つは，小さい経営や，団

地が小さい場合の方法ですが，2

tトラックの通る道幅2～3m程

度の簡易な作業道を超高密度に整

備し,2tトラック(林内作業車）

と大型トラックの1日当たりの運
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搬量の差を，林内の集材作業の量

を極度に減らすことでカバーし，

経費を節約する方法です（作業道

工費3,000円/m程度|,170m/ha

で51万円十作業路（工費

500～1,000円/m)80mで4～8

万円，作業道･作業路の計250m/

haで55～60万円になります)。

危険で最も労力を要する林内作

業車の荷積み，荷下ろしがグラッ

プルクレーンで行える場合は，作

業道上の運材経費を1とすれば，

人力やウインチを用いた“木寄せ

作業費”は10倍以上にもなりま

す。

自分で作業をするようになれば

林業に取り組む姿勢が変わります。

農業で全国レベルの基盤整備がで

きて，林業ではなぜできないので

しょうか。その第1の理由に，秋

田の林家は自ら山林作業を行うこ

とが少ないために，基盤整備をお

ろそかにしていたのではないか

……と考えています。

今後の林業経営

私の植えたスギは10年後には

26～52年生になります。今後10

年，複層林は造りますが，枝打ち

も終わり主な事業は間伐です。円

高基調が続き，スギの丸太価格の

上昇はほとんど期待できないと思

います。

①成長の良い林地は枝下9m

まで,普通の林地では枝下5mま

でを目標にして，22年間続けてき

た枝打ちを1日も早く仕上げます。

②幅員3.5m(I現状3m)にな

るように作業道を整備し，小さな

峰には機械作業の利便のため4

m以上の道路部分も作ります。バ

ケット容量0.08㎡前後，重量2

~3t程度のミニバックホーを使

用し，1日に100～300mくらい

林業技術No.6111993.2
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の開設ができます。“木寄せ作業

費”を0に近づけるため幅員2m

の作業路を70m/ha以上作り，路

線間隔を40～50m,850m/haを

目指して路綱密度を充実します。

部分的にコンクリート舗装を進め，

曲線の改良を図り，セメント系の

土壌改良材で軟弱な部分の路盤を

固め，車両走行の安全性の向上を

図ります。

期待する林業機械

組織を作り，新しい林業機械を

共同で峨入したいものです。作業

が2人でできるように，伐採造材

作業の80％を占めて危険な枝払

いの省力のため，作業道上で使え

る簡便なプロセッサを買いたいと

考えています。

小型特殊（機関排気量154未

満)程度の農用トラクターのPTO

で駆動できたり,501P程度のバッ

クホーに装着できるプロセッサが

ほしいと考えています。

例えば，クローラで移動し，油

圧操作の4本の補助足で機械を安
つ

定させ，2～3tの重量を吊り上

げることができ，狭い場所で石材

(墓石)の移動などに使用されてい

る“ミニクローラクレーン”を改

良して，ハーベスタやプロセッサ

にすることができないでしょうか。

移動のたびごとに林地に大きな穴

ができる3本足などの半歩行式機

械よりも，むしろ将来性があるよ

うに思うのですがどうでしょうか。

バツクホーにもすでに，多様な

機種が生産されています。バケッ

ト容量0．2nfクラスで旋回範囲は

車幅の2.1mでありながら，アー

ムは5mの機種。バケット容量

0.4㎡クラスでは7.5～11mのア

ームを装着した機種。0．7㎡クラ

スでは,15～23mの伸縮するアー

林業技術No.6111993.2

ムを持つ機種もあります。さらに，

1台で掘削と吊り上げができるよ

うにアームの中にクレーンが仕込

まれた機種や，2種類の仕事がで

きるように2本のアームを装着し

た機種も生産されています。発達

した建設機械を“間伐主体の林業

仕様”に，もっと転用できないも

のでしょうか。

ますます厳しくなる社会情勢

20年後の日本の林業の状況は

どのようになるでしょうか？

昨年の新成人は約200万人でし

たが,西歴2000年には約160万人

まで減少し,20年後には新成人が

100万人そこそこになります。こ

れから10年間，林業労賃は連年

10%程度は上昇することが確実

と思いますが，これから10年,大

きく生産性が向上しなければ労働

力の制約から日本林業は，木材産

物の国内需要の10%しか生産で

きないことになります。

10年後の東京圏では，1戸建住

宅圏が100km以上になり，マンシ

ョンの場合でも住宅専用面積75

nf程度で，住宅取得費が年収の7

倍を超えるようになり，2人の子

を育てることなど夢のような暮ら

し……といえるようにならないで

しょうか。

燗錫までの通勤時間が往復で3

時間というのが普通になったとし

ても,少なくともこれからの10年

間は，日本の人口増の8割が東京

圏に集中すると私は考えています。

東京23区に120万人の外国人

が住み，10年後の東京圏全体で

は,人口の8％,300万人の外国人

が住むことになるとも予想される

時代です。

20年後,高齢者が増加し，若年

労働人口が減少し，消費構造が変

わり，国内マーケッ1，も縮小し，

経済成長率もマイナスになるおそ

れがあると思います。そして，住

宅の新設も欧米並みの水準まで大

きく落ち込み，大工技能者なども

現状の1/3弱まで減少し，社会情

勢が引き起こす住宅需要の激変か

ら，在来軸組み工法の建築も，よ

りいっそう減少すると考えていま

す。

そのとき，住宅建築に果たして

国産材はどれほど使用されている

でしょうか。一面無節，二面無節

といった良質材の需要はあるでし

ょうか？

＊＊＊

高校3年生当時植林を始めて，

すでに42年の歳月が経過しまし

た。特別豪雪の水稲単作の山村の

消滅＝長く続くと思われる育林事

業の冬眠の時代の迫りくるような

予感（脅迫観念？）が，細密路綱

の充実に駆り立てています。

（農林家・秋田県皆瀬村在住）

平成4年度会員配布図書のお知らせ

『熱帯林の100不思議』四六判･224頁
昨年の地球湧域サミットでは,先進国・途上国双方協調しての問題への対処が
確認されました。ますます熱帯林に無関心では済まされないときですが，どうも
関心力塒てないという向きも多いのではないでしょうか。大丈夫です。どこから
読み始めても足がかりと新鮮な驚きを味わえるよう,10()個のスポットライトを
用意したのが本番です。会員の皆様には今月中にお届けできる見込みです。
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林 業関係行事 一覧

月2

区分 行事名 期間 主催団体・会場・行事内容等

国土庁・神奈川県・横浜市。会場：新都市ホール（枇浜駅東口，横浜
そごう9F)。内容：源流地域からの報告(①水源保全への取り組みの
実情と課題,②水環境を活用した地域活性化)，記念訓演,パネルディ
スカッション

木炭の未来と環境フォーラム実行委員会・和歌山県・南部川村．朝日
新聞社・森林文化協会。場所：南部川村立上南部小学校

卿日本住宅・木材技術センター。場所：博多パークホテル（福岡市博
多駅前)。受講料；①上調跡団賛助会員および後援,協賛団体,行政機
関関係者9,000円，②その他10,000円。問合せ先：舗習会事務局(a
O3-3581-5582）

神奈川 源流シンポジウム「源流か

らのメッセージー水を育む

人々とともに」

2-4

和歌山

中央

木炭の未来と環境フォーラ
ム（全国木材サミット）

3階建て混描造住宅の構造
設計基準識習会

2.5

2．26

(福岡会場）

月3

主催団体・会場・行事内容等行 事名 期間区分

卿日本住宅・木材技術センター。①名古屋会場：昭和ピル会議室（中

区栄4-1-1),②大阪会場：朝日生命ホール（東区簡脳橋筋5-50),@
東京会場：ニッシヨウホール(港区虎ノ門2-6-16)。受諦料：①上記財
団賛助会員および後援，協賛団体，行政機関関係者9,000円，②その
他10,000円。問合せ先：誠習会事務局(a03-3581-5582)

全国林業試験研究機関協議会(aO475-88-0505)。場所：農林水産省
7F講堂。目的：森林獣害の現状とその対策をテーマに会員である公
立の林業試験研究機関が研究成果を話題として発表し，かつ討論し，
技術の高度化と普及促進を図る

全国銘木青年連合会，京都北山丸太生産協同組合，大阪銘木協同組合。
会場：京都パストラル（京都市北区衣笠北天神森町21)aO75-462-
7746．表彰式＝17：30～・バブル崩壊後の－般経済が低迷を続けてい
る中，木材業界の早期景気回復を念願し，全国各地の優良銘木を展示
して，広く一般に宣伝し，住宅資材としての銘木の大衆化を図り，銘
木に対する正しい知識と認識の普及に努め銘木産業の振興発展に寄与
せんとするものである

細日本ドウ・イット・ユアセルフ協会。会場：インテツクス大阪2号
館・4号館・5号館(大阪市住之江区南港北1-5-102)。テーマ:r夢あ
る生活，新発見./』，主なイベント:DIY体験コーナー,DIYスクー
ル，花と緑の相談コーゾーー，親子工作コンペほか

①
②
③

３
４
８

３
３
３

央 3階建て混概造住宅の構造
設計基準識習会

１：Ｉに

第26回林業技術シンポジ
ウム

3.4

(9：3(）
～15：()5）

〃

第u圃銘青連全圃綴良銘'3'］木展示大会表彰式

〃

阪 第7回'93日本DIYショウ
inOSAKA

3.12～14

(9230
～5：00）

大

公募のお知らせ。第27回林業関係広報誌コンクール

応募資格：各都道府県またはその林業団体，森林組合，林研グループ等および営林局(支局)，営林署
が発行する林業情報の定期刊行物（4～20ページ程度）で年2回以上発行するものを対象
とする（ただし，当コンクールにおいて過去2年間に最優秀賞を受賞した広報誌は応募を
ご遠慮ください)。

作品点数？最新発行号より過去3号分を各5冊ずつ提出してください。

〆切：2月末日発表：5月下旬

主催・細全国林業改良普及協会（公03-3583-8461）

林業技術No.6111993.2
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禁断症状にさいなまれイライラの

連続。とうとう家人から大迷惑で

あるとてストップ令を発せられる

始末となり一巻の終わり。しかし

この試みで情報に接する身の構え

が少々変わったかも。

1つの事実に対する情報でも発

信する側の意図1つで千変万化す

る。事実が事実でなくなるなど朝

飯前で,｢今日の船長は酒を一滴も

飲まなかった」有名なたとえであ

る。l等航海士が航海日誌に記し

た一文。事実ではあるが読者はこ

の日以外はすべて飲酒していたと

全く反対の解釈をすること必定で

ある。最近このたとえに類似した

報道がやたらと目につく。特に芸

能関係のいわゆるスクープ記事に

は目を覆いたくなる。そして指弾

を受けるとぬけぬけと逃げを打て

る備えをしている。当日船長が酒

を飲まなかったのは事実である，

と。こうした報道が最近芸能もの

の毒が回ってか一般の情報までは

びこってきている。記者も編集の

農林鶏

森林の未来をミスリードされるよ

年末年始を挟んでの休日と，成

人の日からの連休と続いたこの3

週間は，浮世の仕事からの解放感

を満喫できた。そのせいか，いざ

仕事に戻る段になっても心も体も

元のリズムになってくれずに困る。

この原稿の締切りはとうに迫って

いるのに筆を持つ気にならない。

もっとも毎月の総翻りも今回と大

差のないていたらくであり，いま

さらの弁解はいかに寛容の編集部

も勘弁してくれないかもと思いつ

つ冷汗三斗で毎回原稿用紙をなん

とか埋めているわけで。ごめんな

さい。

さて，その浮世からの解放され

た時間を使ってわが身の少しばか

りの修繕をもくろんでみることに

した。つまり常日ごろ情報の世界

にどっぷりと漬かっていることか

ら,情報の中毒でマヒ－してい

る神経を少しばかりリハビリをと

思い立った次第。そのためには情

報から一定時間の遮断を試みるこ

ととした。しかし今の世の中のマ

スメディアは，時間も空間も超越

した三次元の世界から洪水となっ

て人園鳴零脇かかり，はかない抵
抗は木端微塵の破目と相成って終

わった。いやわが身に染み付いた

習性とウサギ小屋の住宅事情から

そうならざるをえなかった。これ

が正確。ふだんの朝の目覚めと同

時にテレビのスイッチオン，その

傍らで朝刊に目を通す。このパタ

ーンを1日中止したら情報中毒の

|統曹fに鐸毒灘讓蕊灘業 わが国の

木材工業団地の状況
木材工業団地数，（）内は完成しているもの

団地 木材関係の単一業種あるいは関

連業種が計画的に集合している木

材工業団地は,昭和30年代後半か

ら50年代前半にかけて積極的に

計画・造成されてきた。

平成4年2月時点における木材

工業団地の造成状況は，完成して

いるものが93団地,工事中のもの

が4団地，計画中のものが3団地

となっている。このうち，完成お

よび工事中の団地の分布状況を見

ると，臨海部については西日本が，

内陸部については東日本が多くな

っている。臨海部における団地は，

木材需要の増大に伴って外材輸入

が増加し始めた昭和40年代に,東

'00

ご●●Dog｡･･「
(22）

80
内
陸
部

）

60

40

臨
海
部

(51） (53)(5I)(52）

ｊ
７
３
ｏ
Ｑ
６
Ⅱ
りく (35）20

('5）
0

昭和42455055

資料：林野庁業務資料

60平成14年
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冊松原が広がっている。今から
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N300年ほど前の寛文8年(1668）
胸

骨に菅野杢之助が植林を始めて以
昌来,長い間かかって成立した松
一

目林で,現在では総本数7万本，
胃面積約21haに達している。
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■■

責任者も記事のインパクトの強

さを追い求め，見出しはよりセ

ンセーショナルに黙きな活字
と下品な当て字や警愉を平気で

紙面に踊らせ，電波ではキャス

ターなる自称知識人が得意気に

月光仮面を気取る。

こうした情報がはんらんする

中で，森林や林業に関しても自

然や環境問題が世間からクロー

ズアップされるに比例して，マ

スコミに頻繁に登場するように

なった。しかし本当に本当の情

報であるかどうかを見極め，確

認し，本当の情報としてろ過す

ることの義務を森林・林業のプ

ロフェッショナルを自認する諸

兄も負っているのでは。マスコ

ミの世界で森林をテーマに筆を

走らす多くの御人は森林につい

てはアマなのだから。アマであ

ることを断ずることのゆえんは

次号で。

産一言’

高田松原の風景を見に訪れる人

も多くなっている。平成2年と

3年の7，8月の入林者数は,そ

れぞれ49万人，36万人を超え

ている。この数字は，海水浴，

マラソン大会，野球大会，七夕

祭り等，松原内に設けられた施

設を利用した各種イベントへの

参加者を含めた合計数であるが，

スポーツ，行事等を通しても高

田松原は市民に親しまれ，深く

生活に溶け込んでいるのである。

市民もこの松原を大事に守っ

ている。高田高等学校，高田一

中生徒会，勤労青少年ホーム，

地域婦人団体，ロータリークラ

ブシライオンズクラプ等で構成

されているr高田松原をきれい

にする会」は，松原の美化，清

掃活動を目的に作られ，その活

動も活発である。資金は観光協

会，付近の民宿，商店等が拠出

し，平成4年度の会の収入額は

46万円であった。しかしこの松

原も最近では松くい虫の被害が

拡大しつつあるという。その対

策があらためて問われている。

（筒井迪夫）
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海，中国，四国等の太平洋側の外

材輸入港近辺に造成されたものが

多く，内陸部の団地は，北海道，

東北，近畿等の地域に造成された

ものが多い。

こうした木材工業団地内に立地

する事業所は，平成4年現在操業

中のもので，製材工業が710工場，

合板工場が54工場その他の製造

業が629工場，また，問屋や小売

業等の販売業および輸送業等が

1,823企業となっている。

今後，スギー般材を中心に国産

材の供給能力の増大が見込まれる

中で，木材の加工・流通体制の整

備が進められており，木材工業団

地は，国産材の加工および流通ロ

ットの大型化の推進に大きな役割

が期待されている。
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$は老・壮･青の結合,団結が重要られた。け世代といわれている若い人たち
;だと述べた｡しかし,この考え方私の経験をご紹介する｡Tさんとの会話は楽だ｡彼らは自分のこ

簔灘蕊職
;をしたい。ま国籍は中国である。私はそのここれを聞いて,私は"あつ"と恩
リよく登山のお供をした今西錦司とを知っているし,Tさん自身そった｡彼らは国際化しているのだ。

鰯鍼難噸鶏鯨蝋鰐餓憲，ゞ鱒畷鰄灘馴

篭
につかったり，新しいけったいな

ことを始めるのは若者猿で，それ

は年寄りの雌には伝わるが，年寄
…も…我……＝＝窒恐＝&震込霊＆雰芯シご△蓉込蓉灸一名

Tさんが言うのに，私（筆者）国際化しなければならない，とい

と話をしていると，私が国際友好われているし，私もそう思ってい

的な観点から人種的，民族的偏見る。そのためには，島国根性に閉
澤至章雀軍も蓋毛亮承－章…喰舞堆蔀も詫雷幾塞飛塞黍夢誰章張雰戦野…畦守も蒋砒雰窪､＝も＝誰＝我壼､＝埴＝我雰…誰壁誰写

森林保護学は森林に加えられる用な参考書となっている。

さまざまな危害から森林を保護す隣成は1.序論11.樹木・森林

謹灘剛;；湛踊亮亭間¥ﾘ儀愚の臘｡,i赫遥職撚
．".．.．.．:．:．:::蛾:::．:．:．:‘････…．大きく分けて気象災害，生物災害，の被害，Ⅳ､樹木･森林とかかわる

人為的災害がある。これまでに森線虫,V鳥獣の生態と管理の4部

林保護学と題する成書は10編近から成る。執筆者はいずれも名の
真宮靖治編

く出版されているが，それらのほある研究者で，教科書として必要
｢現代の林業｣7 とんどがこれらの危害をもれなくな内容をよく吟味して取捨選択し

取り上げているのに対し，本書はてある。

森林保護学生物害に絞って記述している｡そ線虫分野を独立させたのは，線
うした理由は保護学の内容につい虫が材線虫病の主役で今日森林保

ても専門分化と深化が著しく，す護において最も重要であるからば

蕊簔
わりを中心的課題として取りまと鳥獣についても，カモシカ，シ

発行：文永堂出版㈱
めたいという意欲的な姿勢の現れ力などが森林を加害する面と，手

〒113東京都文京区本郷2-27-1,8がある。厚く保護管理すべき貴重な野生動
（窓03-3814-3321） 本書は，本来大学での教科書と物の両面を持っており，森林生態

1992年3月20日発行して編集されたものだが，学生に系の椛造や動態に関する深い認識
A5判,280頁はもとより，教育，研究，行政なに基づいて，密度や分布域で調和

定価4,120円（本体4､000円）ど広い分野の専門家にとっても有点を求めていくことが妥当で，関

林業技術No.61119932
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…奇仇シや善＝鋒奇ｬ軍

じこもっていて

かの国の文化を

蛭ｲ哩苓f読破藷誰毒準＝我ｼで歌舞砿

iはいけない。ほ

理解し，協調性： W司言言刀

あえて「技術の押し売り」を

I

を持たねばならない。つまり，

せねばならない努力目標がたい

へん大きい。うまく日本人にで

きるだろうか，と内心私は心配

していた。ところが，いわゆる

新人類たちは，そんな意識も持

たず，努力もせず，国際化への

道を歩み始めているのだ。 ！
X新人類は文化的に進化した人

類なのだ。進化は努力，努力で，

あるいは血で血を洗う闘争によ

って成し遂げられるものではな

く，自然になりゆきで起こるも

のらしい。

とすれば，これは種の進化で

はなく文化の進化であるけれど

も，今西錦司先生の進化論と同

例えば，武蔵野の自然を代表

するコナラやクヌギの二次林の

保護を目的とするのであれば薪

炭林施業技術なくしては維持で

きないであろうし，カヤ刈場の

ようなススキ草原を維持したい

のであれば，火入れや刈入れを

行い侵入してくる樹木の生育を

人為的にコントロールする必要

がある。このように自然保護の

基本原則として,対象となる森林

なり植物群落の遷移上の位置付

けがまず必要であり，さらにそ

の群落の優占種ないし特定の構

成種の種特性や更新特性を十分

把握したうえでないと適正な管

理は望むべくもない。要するに，

二次的自然を保護することは適

正な管理技術をもって対象とす

る群落を特定の遷移段階にとど

めておくことにほかならない。

この点，林業は長年にわたっ

て日本の気候風土の中で地域的

特性を生かしたかたちで人工林

の造成や天然林施業にかかわる

適切な管理技術を自ら培い発展

させてきた。いま，この技術を

来るべき資源保全の多様化の時

代に備えてさらに発展させ，自

然保護や文化財保護はもとより，

広く地球環境保全に対して，あ

えて「技術の押し売り」を図っ

てもよい時代に至ったのではな

いか。

（モンキーパズル）

（この柵は編集委員が担当しています）

この数年，緊急に保護を必要

とする群落(RDB群落編）の

リスi､アップと保護の現状およ

び保護対策についての取りまと

め作業に携わっている。全国各

地から集められた数千件に上る

群落の中で，わが国の自然林を

代表するいわゆる気候的極相群

落が多数を占めるのは当然とし

て，二次林や二次的な草本群落

も数多く挙げられている。しか

し，その保謹対策としては何ら

かの法的規制を設ける要望がほ

とんどで，個々の群落を維持す

るための具体的管理の方策（技

術）について適切な指針を与え

るような提示はきわめて少ない。

具体的管理に関しては旧態依

然として人の立ち入り規制，す

なわち人手を一切加えないとす

る保存的自然保護(preserva-

tion)の要望が多いことは自然

保護のあるべき姿を考えたとき

誠に残念と言わざるを得ない。

十勝川源流や南硫黄島のような

原生自然環境保全地域のような

所であれば，その主旨からして

保存的自然保謹は当然であろう

が，それ以外の所では積極的な

管理を必要とする所が少なくな

い。こと天然記念物や二次林の

保護と鞍れば長期的視点に立っ

た保護対策が必要であり，保誰

の目的に応じた適切な管理技術

が必要となってくる。

ザ
い
馴
吾
，
Ｖ
鋤
ぎ
ゆ
助
●
が
い
晶
多
い
品
が
い
凸
が
ｖ
凸
が
Ｔ
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ｒ
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い
Ｊ
Ｊ
ｍ
ｊ
分
い
ふ
分
Ｕ
Ｊじ結論になる。
§
製
…
…
患

(京都大学腱学部教授）

…………言碓零承蓉令.…_塞敢…蓋、

係者はもとより一般の人々にもわ

かりやすくその実態や考え方を教

えてくれる。

植物病理学あるいは樹病学，昆

虫学あるいは森林害虫学に関して

は，上記2分野に比べて専門書や

一般書は多い。だが，森林生態系

の構成要素としての微生物や昆虫

の働きを基礎的な概念を含めて説

明してあるのはありがたい。

各論部分（個別病害虫獣）にペ

ージ数が少なくなったのは内容か

らしてやむを得ないが，教科書と

して十分な内容が盛り込んであり，

森林・林学分野の学生にはもちろ

ん，教養として基本的な自然認識

を深めるのにも役立つ。環境保全

や自然保護が広く関心を集めてい

る今日，一般の人々にも一読を勧

めたい。

(山根明臣・東京大学腱学部
附属演習林）

林業技術No.6111993.2
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締切ダ迫る〃

第40回森林･林業写真コンクール
作品募集要綱

題材：林業技術（育苗・植栽･保育･木材生産・

木材利用など),森林(森林の景観・環境保

全・森林動植物の生態・森林被害など)，

農山村(生活・風景など)，緑化,森林レク
リエーション

作品喜1枚写真(四ツ切りとし，組写真は含まな

い)。モノクロの部・カラーの部に分ける。

応募資格：応募者は職業写真家でないこと｡なお作品

は自作に限る。

応募点数：制限しない。

記載事項二①題名，②撮彫者名（郵便番号･住所･氏

名・年齢・職業・電話番号)，③内容説明，

④撮影場所,⑤撮影年月日,⑥撮影データ

等を記入すること。

注意事項：労働安全衛生法令に定める安全基準に適

合するものであること。例えば,伐木作業

等に保護帽を着用していない作品は,入選

できないのでご注意ください。

締切

送り先

作品の帰

属及びネ
ガの提出

審査と
発表

審査員

表彰

’

平成5年3月31日（当日消印有効）

東京都千代田区六番町7〔〒102)
日本林業技術協会｢第40回森林･林業写真
コンクール」係

入賞作品の版権は主催者に属し,応募作品

は返却しない｡作品のネガは入賞発表と同
時に提出のこと。

審査は平成5年4月上旬に行い,入選者は

会誌｢林業技術」5月号に発表｡作品の公
開は随時，同誌上等で行う．

八木下弘(写真家)，三木麗介(写真家)，林
野庁林政課長,林野庁研究普及課長,全国
林業改良普及協会事業部長,日本林業技術
協会専務理事(敬称略・順不同）

モノクロの部・カラーの部ともに

特選(農林水産大臣賞)各1点賞金1O万円
一席.(林野庁長官賞）各1点〃5万円
二席(日本林業技術協会賞)各3点〃3万円

三席（〃）各10点〃1万円
佳作各2()点記念品

三朧までの入賞者には副賞を噸呈する。同一

者が2点以上入選した場合は，席位はつける
が，質金副賞は高位の1点のみとする。

主催㈱日本林業技術協会後援林野庁

’

|協会のうごき ’

◎海外出張

12月21日～2月3日，小原国

際事業部次長，浅香国際事業部次

長，今井主任調査員をマングロー

ブ実証調査のためインドネシア国

に派遣した。

1月18～22日，鈴木理事長，1

月18～27日,渡辺熱帯林管理情報

センター所長，望月技術開発部次

長，増井国際事業部課長を熱帯林

管理情報システム整備事業のため

フィリピン国に派遣した。

1月7日，三遠南信地域総合盤

備計画調査委員会を浜松にて開催

した。

1月19日,イヌワシ生息調査検

討委員会を本会にて開催した。

1月22日,山間地域の国土保全

に関する調査第1回合同委員会を

本会にて開催した。

r一ー一一一-一一一一二一一.一.一勺一一一一缶=守守一垂凸=句今．年.=~一一.一一一一一B

’1月号訂正:p.27上の段6～7行！

'目［｢マンリョウ」と『センリョウ」i
Iは，ともにセンリョウ科の常緑小低木1
1で→rマンリョウ」（万両，ヤブコウジ1
1科）と「センリョウ」（千両，センリョ1
1ウ科）は，ともに常緑小低木で］
ip.26左上の写真のキャプション[セ’
1ンリョウ→マンIノョウ］
に‐‐‐‐‐‐←‐‐‐←‐‐‐‐‐－－－－．．．．－．．－‐‐．．,.‐‐‐‐‐‐‐－－－－1

◎調査部関係業務

1月27日,大規模林業圏開発総

合推進調査第2回委員会を本会に

て開催した。

)調査研究部関係業務

林業技術No.6111993.2

◎林業技士養成スクーリング研彦

1月18～22日まで,四ツ谷主婦

会館において，森林経営部門の研

修を林野庁計画課岩田茂樹課長補

佐ほかを誰師として実施した。

◎番町クラブ例会

1月26日，本会大会議室にお

いて，林野庁岡本敬三指導部長を

講師として「平成5年度林野庁予

算について」と題する講演および

質疑を行った。

平成5年2月10日発行

林業技術

第611号

編集発行人鈴木郁雄
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒10⑳東京割汗代田区六番町7
電話03(3261)5281(fb
FAXO3(3261)5393

（振替東京3－60448番）

RINGYOGIJUTSU

publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL

ASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会費3.500円・終身会磯(個人)30.000円〕
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待望の新版成る．〃,泄紀は森林の時代'森林て職んだろう’森林はわたしたちの暮らしとどんな関係があるのだろう？

箱森と木の質問酬,閏緬〒実費／30冊を超

一小学生のための森林教室一える場合弊社負担

小学校5年生になると社会科で森林や林業のことを習います。
教科書には，森林は水をたくわえること，洪水や土砂くずれなど

の災害をふせいでいること，人や動物が幕らしやすい環境をつくっ
ていること，なビが書いてあります。では，森林にはなぜこのよう

な働きがあるのでしょう。
また，森林に木を植え，りつばに育て上げるまでには，長い年月

と多くの人手がかかること，そのためにする＆､ろいろな作業につい

ても書かれています。それはなぜ必要なのでしょう。

「森と木の質問箱｣は，子供たちが授業をよく理解できるように，
当然もつであろうこれらの疑問に答える形で，森林とわたしたちの

暮らしとのかかわりをわかりやすく説明したものです。

たのしみながら学べるように，さし絵や写真をたくさん使ってい
ます。

同名の謀を昭和56年に発行し，好評裡に版を政ねてまいりました
が，このたび，小5社会科教科瞥に森林・林業項目が復活したのを
機に，時代の変化に則してすべて一新いたしました。
旧版同様ご活用ください。

●お求めは,(社)日本林業技術協会事業部まで

a03-3261-6969(事業部直通)FAXO3-3261-3044

轟森･林･木のビギナーズガイド

私たちの森林森
土睡求的翻莫での環寛問題として，クローズアップされ

〒102東京都千代田区六番町7番地

社団法人日本林業技術協会事業部へ
TEL(Oa)己皇e'W=SSeS(事業部直通）
FAX(OS)S=e'1=aO44
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保安林は，国土の保全，水資源のかん養，自然環境の保全・形成等の目的を達成す
るために．特にこれらの機能を発揮させる必要のある森林を指定しているものであ
る。しかしながら．近年，社会経済の進腱に伴い．国民生活が多梯化する中で森林
に対する要諭もますます多撫化，滞度化しつつあり，地域の森林を保全し，森林の
公益槻能を商度に発郷することが必要となってきた。このため，平成2年6月には，
r保安林及び保安施設地区の指定，解除等の取扱いについて」等の通達が，さらに
平成3年7月．森林法の一部がそれぞれ改正きれた。このような保安林をめぐる梢
勢の変化に対処し，保安林行政事務を円満かつ適正に遂行するとともに所期の機能
が商度に発揮されるよう保安林の整備，管理を秋極的に推進していくことが林政上
箪要な課題となっている。このため，保安林行政班務に係る担当溝はもとより，森
林所行蒲をはじめ国民各肘に．保安林の趣旨．内容及び逆用の実際について十分理
解されることが望まれる。このような時"jにあって，今回，本梛が雌新の内容のも
とで改定出版されることは賊に時宜を得たものであり，保安林の爽務の手引譜とし
て広く播州されることをjUl緋するものである。

－平成4年度版一
林野庁麹鯵●錦洲鼎拠)/〒310

一二＝0＝j生、ーや子挙へ圭壷

…員1画巾…『丸云”

A5判/59項/定価4,944円(税込)'〒310
平成3年4月に森林法の一部改正が行われ，風祁遊府県，市
町村を通ずる森林制画制度の改善聯がなされたところであり，
今後は流域を埜本的単位として，民有林・国有林が一体となっ
た流域管理システムを確立していくこととしている。本書は，
今回，新たな制度の解説を加えて最新の内容のもとに改定出版。

再一画▼、、帝壷へ毎

国有価室ｱ向函玩云蛎

B6判/39頭/定価3,090円(税込)/〒260
第12()Iul図会において改正された国有林野那業改善特別措髄法
に塾づき新たな国有林野郡業の改善に関する榊画を策定し，国
有林野勤喋の健全な羅常の確立により，今後ともその重要な使
命を果たしていくため－聯の経営改善を推進することとなった。
本響は，この間の法改正，計画変更等の資料を取りまとめた。

木百 ､
上飯坂責編著

A5判/208頁/定価3,090円(税込)/〒260
いまや森林に対する期待と要禰は地域環境の保全から文化・教
育機能や，さらにはアメニテイ機能の発揮等従来から認識され
てきた諸機能に加えて日増しに商まりと広がりを見せている。
このようなときに当たり，正に本智は新たな時代に向かっての
出発点と方向を示すものと言える。

獄ｵ利用研究会編
A4判/21頚/定価4,635円俄込)/〒360

住宅，敬育施設をはじめ，森林土木施設や木材の成分利用にい
たるまで，全国各地における幅広い分野の木材利用率例を取り
上げ，さらに都道府県及びI遡有林による木材の需要拡大への取
り組みを細介した。本瞥が広く活用され，「木の復権」に役立
つことを願うものである。
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森林の100不思議
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●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所所員82名による執筆

銅氷の働きはどんな仕組みによるものなのか，1本1本の
水や草は，そこでどんな役割を果たしているのか｡いま,いろ
いろな角度から科学の光が:I1てられ，懲外な事実の潜んでい
ることがわかってきた。

続｡森林の100不思議
』
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●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，熱帯農業研究センター，

大学91名による執筆
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銅氷を柵成するさまざまな樹＃[や生き物たちの果たす役割，

また，森林が生み出す産物の不忠縦を,『森林の100不忠調
に続き，商度な内容を平易な麺血によって，しかも，より多
彩な内容について解説

土の100不思議
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●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，農業環境技術研究所，
農業研究センターほか85名による執筆 第
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“母なる大地”というように,私たちの暮らしのほとんどは
七に依存している．土とは1111か，士の不思議な働きと土をめ
ぐるさまざまな事象を知ることは，地球環境を考えるうえで
も販要である。
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●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所,都道府県林業研究機関,農業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆一

四ﾉ<乳
臥1/､ミージ
定価,2DM
(榊騨,165円）
I 虫の存在や行動は，自然界でどんな愈味を持っているのか，

人間とどのようにかかわっているのか｡100不思議シリーズの
第3ylliとして，森林という舞台の名脇役・名裏方たちの知ら
れざる生態に迫る。
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	1993年02月号目次

	論壇_深刻化する廃棄物問題の現状と展望

	枝打ちを見直す

	枝打ちと虫害-ヒノキカワモグリガ

	枝打ちの必要な地域,不必要な地域-スギノアカネトラカミキリ

	最近の枝打ち機械

	風土と薬用植物23_落語に登場する伝統薬

	山の古道を行く-熊野路5_小雲取-ウパメガシと植林と

	あの山はどうなった19_はげ山緑化のための民有林直轄治山地・岡山県玉野-特に土砂と水の動きを中心にして

	森へのいざない-親林活動をサポートする33_森林インストラクター資格試験を受験して(2)試験問題の傾向(林業・森林内の 野外活動分野)

	会員の広場_沙漠で林業をと思いつめているわけ

	会員の広場_造林者の立場からⅢ

	林業関係行事一覧

	農林時事解説_森林の未来をミスリードされるよ／統計にみる日本の林業_わが国の木材工業団地の状況／林政拾遺抄_高田松原 

	岩坪五郎の5時からセミナー2_ああ,このごろの若いものは(2)文化の進化／本の紹介_森林保護学／こだま_あえて「技術の押し売り」を

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向
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